
滋賀県総合防除計画（最終案）について
環 境 ・ 農 水 常 任 委 員 会 資 料 ４
令和５年（2023年）１０月６日（金）
農政水産部みらいの農業振興課

６月１日 計画策定の概要を説明。

７月７日 計画素案（計画(案)）を説明。

８～９月 計画(案)について、生産者、市町・関係団体へ意見照会。
・生産者(指導農業士会)、主な担い手等に対し、概要説明および意見聴取。

・全ての市町・ＪＡ、その他関係団体に対し、概要説明および文書による意見照会。

これまでの
経緯

計画(案)に出された具体的な意見（主なもの）と県の考え

意見者 意見 県の考え

生産者
・関係団体

計画に記載されている総合防除技術については、
今後取り組める内容が含まれている一方で、既
に現場で取り組んでいるものも多い。

生産者が総合防除技術に今後さらに取り組んでいただけるよう、
技術的な指導・助言や実践しやすい環境整備等に取り組んでま
いります。

生産者
化学農薬の削減を進めるうえで、リスクの高い
病害虫の発生は減収の恐れがあるので、迅速に
情報を届けて欲しい。

ＩＣＴや画像診断を用いた発生予察の導入をはじめとした予察
の高度化・迅速化により、生産者や関係団体に対し、迅速な情
報発信に努めてまいります。

生産者
緊急的対応時の一斉防除をはじめ、化学農薬の
使用時においては、農薬の適正使用について引
き続き指導を徹底されたい。

周辺環境の安全確保など、農薬取締法をはじめとする関係法令
が遵守されるよう、引き続き指導を徹底してまいります。

関係団体
緊急的対応時は、単独の機関だけでは対応が困
難であり、関係機関での連携が重要である。

関係機関が一丸となって機動的に対応できるよう、県がリー
ダーシップをとって対処してまいります。 1



今後のスケジュール（予定）について
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11月 計画策定・公表

最終案について

意見照会の結果、計画(案)の内容から大きな修正を要する意見は無く、以下の

①～③について追記・修正したものを最終案とした。

①計画名にサブタイトルを追記：｢滋賀県総合防除計画 ～化学農薬使用量の更なる低減に向けて～｣

②成果目標を追記：化学合成農薬出荷量の削減率 ５％削減

※「滋賀県環境こだわり農業推進基本計画（R5.3策定）」に準ずる。

※目標年:2026年度。2019農薬年度(出荷量158.4ｔ)との比。

③その他、文章表現の修正（微修正）



（最終案）滋賀県総合防除計画 ～化学農薬使用量の更なる低減に向けて～ の概要

化学農薬の使用低減の推進や、気候変動等に伴う病害虫発生リスクの増大等を背景に、令和４年に改正された
「植物防疫法（作物に被害を及ぼす病害虫の駆除、まん延防止等が目的）」に基づき、国が示す基本指針を踏
まえ、県が令和５年度末までに「総合防除計画」を定めることとされたことから、新たに策定するもの。

計画策定の背景

計画の構成

趣旨、総合防除推進の基本的な考え方、計画期間１．基本的事項

３．病害虫防除の指導体制 平時における(総合防除を主とした)病害虫防除の指導体制

４．緊急対応時の防除体制
緊急対応時（県による警報発表時や国から異常発生防除の指示があった時）
における病害虫防除の体制

５．その他 農業者が遵守すべき事項（遵守事項）の設定について、農薬の適正使用

総合防除技術の提示、総合防除の実践に向けた環境の整備２．総合防除の推進内容
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2023年度(R5年度)＜策定後＞から2027年度(R9年度)まで計画期間

総合防除推進
の基本的な

考え方

それぞれ栽培条件等に
応じた適切な方法を
実践するよう指導。

①予防（病害虫の発生しにくい環境づくり）

②判断（発生状況・予測に応じた防除の要否や防除適期を判断）

③防除（化学農薬に頼らない防除技術の積極的な導入・化学農薬の使用量
を必要最低限に抑制）

農業者が総合防除を実践しやすい環境の整備（発生予察(※)の高度化・新たな総合防除技術の開発

等）を推進。 ※発生予察：病害虫の発生動向を調査し、今後の予測や対策を農業者に提供する取組

計画の
趣旨

⚫ 本県がこれまで推進してきた環境こだわり農業の取組をさらに向上・拡大させ、より一層の化学農薬の
削減を目指す必要。

⚫ 一方で、気候変動に伴う病害虫発生リスクの増大など、環境変化に的確に対応し、安定生産を図る必要。

◆病害虫発生後の対応（薬剤防除）ではなく、総合防除での「予防」にさらに重点を置くこと
により、化学農薬使用量のさらなる削減と安定生産の両立を実現。

◆環境こだわり農業、およびその柱であるオーガニック農業の拡大に貢献。

全国のトップランナーとして、「総合防除」の取組をより一層拡大・加速化。

１．基本的事項
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総合防除とは：病害虫が発生しにくい生産環境をつくり、発生状況や予測に応じて防除の
要否を判断する等、化学農薬の使用量を必要最低限に抑える方法

化学合成農薬出荷量の削減率:５％削減（2019農薬年度比)成果目標 「滋賀県環境こだわり農業推進基本計画
（R5.3策定）」に準ずる。



オーガニック栽培のための総合防除技術
を体系化（水稲・茶）

２．総合防除の推進内容

総合防除の具体的技術（総合防除技術）を対象の病害虫ごとに提示

（作物数：43品目、対象病害虫数：延べ533種）。

作物 病害虫 総合防除技術

水稲 いもち病
・不要な補植用の余剰苗は速やかに除去する
・土づくり資材（ケイ酸肥料）の施用 等

水稲 カメムシ類 ・畦畔の草刈り 等

イチゴ アブラムシ類
・防虫ネットによる被覆
・天敵の活用 等

キャベツ コナガ ・性フェロモン剤（虫の交尾を妨害）の利用 等

総合防除技術の提示

一
覧
表
（
一
例
）

化学農薬使用量のさらなる削減

環境こだわり農業・オーガニック農業の拡大

総合防除の実践に向けた環境の整備

・水稲病害に対する含鉄資材の施用 ・トマト害虫に対する天敵の活用 等
新たな総合防除技術
の開発

発生予察の高度化

スマート農業の活用

指導体制の強化

・ＩＣＴや画像診断を用いた発生予察 ・病害の発生予測モデルの構築

・病害虫の種類を迅速に特定するための新たな診断技術の開発 等

・ロボット草刈り機による除草 ・ドローンによるピンポイント防除 等

・正確な病害虫診断技術を有する指導員育成のための研修会の開催 等
ロボット草刈り機による除草

防虫ネットによる被覆（イチゴ）
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３．病害虫防除の指導体制

発生予察に基づいた農業者への情報提供

関係機関との
連携促進

河川敷など農地以外の除草対策にかかる関係機関への働きかけ、国・他府県との連携強化 等その他推進事項

⚫ 植物防疫・農薬安全使用対策協議会（県・農業団体・農薬流通業者等の関係機関で構成

される県域の協議会）の適宜開催。

⚫ 各地域における関係機関（県、市町、農業団体等）の迅速な情報共有。

⚫ 農業団体の営農指導員に対する研修会の開催 等。

【平時における(総合防除を主とした)病害虫防除の指導体制】

農業者への指導

⚫ 県は、発生予察に基づき、警戒レベルに合わせて「警報」や「注意報」を発表。

併せて、発生状況に応じて「防除情報（技術的な情報）」を随時提供。

⚫ ＩＣＴや画像診断を用いた発生予察の導入をはじめとした予察の高度化・迅速化。

⚫ 農業者に対し、総合防除の実践（予防・判断・防除）について、普及指導員等が指導、

助言。

⚫ 「農作物病害虫雑草防除基準（※）」を県が毎年作成・提示。

※農作物病害虫雑草防除基準：防除技術の詳細な解説や環境に配慮した農薬のリストを提示。

⚫ オーガニック農業推進と併せて、各地域・品目に適した効果的な防除体系を提示 等 普及指導員による指導・助言

画像診断を用いた発生予察の
ための機器（予察灯）
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４．緊急対応時の防除体制

連
携

国からの異常発生時防除の指示：病害虫が異常な水準で広域的に
発生し、急激なまん延防止が特に必要な時に、農林水産大臣が各
都道府県に対し措置を行うよう指示。

緊急対応時の
防除の考え方

⚫ 化学農薬による地域全体の防除を基本とする。

⚫ 対象品目：水稲・麦・大豆・野菜・果樹・茶・花き等、本県で栽培されている全品目。

県域および各地域において、緊急対応時の防除体制を整備

植物防疫・農薬安全使用対策協議会を
緊急的に開催

(県、県域の農業団体、農薬流通業者等で構成)

県域の防除方針の決定

「緊急防除情報(技術的情報)」の提供

県域

県
主
体

農薬流通業者へ当該農薬の確保を要請
県

地域の防除方針の決定

当該農業者へ防除指導・助言

各地域（県農業農村振興所管内）

緊急防除の実施

地域緊急連絡会議の開催

県
（各農業農村
振興事務所）

市町、ＪＡ
（各地域防除協議会）

連携

関係団体・流通業者

緊急対応時の
防除体制

緊急対応時とは ①県が「病害虫発生予察警報」を発表した時

②国から異常発生時防除の指示があった時

県の病害虫発生予察警報の発表：県内での発生予察に基づき、病
害虫の大発生が予測され、早急な措置が必要な時に発表。
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５．その他

農業者が遵守すべき事項（遵守事項）の設定について

農薬の適正使用

農薬の適正使用に係る指導および危被害防止対策（農薬取締法・関係法令の遵守等）

本県において、遵守事項の設定が必要な（設定しないと産地が甚大な被害を受ける）高リスクの病害虫は、

現段階では想定しにくいことから、今回の策定時点においては遵守事項を設定しないこととする。

ただし、将来的にリスクが懸念される病害虫の発生状況、気候変動の影響、オーガニック栽培の広がり等を

注視し、適宜、遵守事項の必要性を検討していくこととする。

遵守事項：作物に被害を及ぼす病害虫ごとに、発生予防や発生時の駆除、異常発生時のまん延防止のための方法について、農業者が必ず取
り組むべき事項として定めるもの。遵守事項を定めた場合、農業者に対し、県は遵守事項に即した指導・助言を行うとともに、必要に応じ
て、勧告・命令を行うことができる（命令に従わない場合は罰則あり）。

8



 

 
 
 

滋賀県総合防除計画 
～化学農薬使用量の更なる低減に向けて～ 

(案) 
 
 
 
 
 

滋賀県 
 



 

目   次 

滋賀県総合防除計画 ～化学農薬使用量の更なる低減に向けて～ 

 

第１．指定有害動植物の総合防除の実施に関する基本的な事項  

 １ 趣旨         ････････････････････････････････････････････････ 1 

 ２ 総合防除推進の基本的な考え方  ･･････････････････････････････････････ 1 

 ３ 計画の位置づけ     ･･････････････････････････････････････････････ 2 

 ４ 計画の成果目標     ･･････････････････････････････････････････････ 2 

５ 計画の期間      ････････････････････････････････････････････････ 2 

 

第２．総合防除の推進内容 

 １ 総合防除を定める病害虫   ･･････････････････････････････････････････ 2 

 ２ 総合防除の技術    ････････････････････････････････････････････････ 8 

 ３ 総合防除の実践に向けた環境整備 ･･････････････････････････････････････ 8 

４ オーガニック栽培における総合防除技術体系  ･･････････････････････････ 9 

 

第３ 病害虫防除の指導体制 

 １ 発生予察に基づいた農業者への情報提供 ････････････････････････････････ 9 

 ２ 農業者への指導    ････････････････････････････････････････････････10 

 ３ 関係機関との連携促進    ･･････････････････････････････････････････10 

 ４ その他推進事項     ･･････････････････････････････････････････････10 

 

第４ 緊急対応時における防除の実施体制 

 １ 緊急対応時とは   ･･････････････････････････････････････････････････11 

 ２ 対象品目        ･････････････････････････････････････････････････11 

 ３ 防除の実施体制 

  （１）防除の内容    ････････････････････････････････････････････････11 

  （２）防除対策の指示伝達体制および防除指導の実施体制････････････････････11 

  

第５ その他 

 農薬適正使用の指導     ･････････････････････････････････････････････13 

   

 

【別表１】各品目における総合防除の技術 ････････････････････････････････････14 

【別表２】滋賀県ＩＰＭ実践指標（水稲・大豆/小豆・露地野菜・施設野菜・果樹・茶）･･125 

【別表３】オーガニック栽培における総合防除技術体系（水稲・茶）･････････････131 



 

滋賀県総合防除計画（令和５年〇月〇日） 

第１．指定有害動植物の総合防除の実施に関する基本的な事項 

１ 趣旨 

本県では、環境先進県として、これまで環境こだわり農業を推進し、水稲において県全

体の作付面積の概ね半分が「環境こだわり農産物」として栽培されるなど、化学農薬の使

用量削減に向けた総合防除の取組が広く行われてきた。 

また、国が公表した「みどりの食料システム戦略（令和３年５月公表）」と歩調を合わ

せ、「滋賀県環境こだわり農業推進条例」に基づき「滋賀県環境こだわり農業推進基本計

画（令和５年（2023 年）３月策定 第６期）」を策定し、琵琶湖の保全はもとより、地球

温暖化の防止や生物多様性の保全など地球環境問題に対応するとともに、環境こだわり

農業の生産性の向上と、さらなる取組の拡大を図ることとしている。併せて、オーガニッ

ク農業を環境こだわり農業の柱の一つに位置づけ、本格的な作付け拡大を図ることで、よ

り安全・安心な農産物を安定的に消費者に供給し、環境こだわり農業全体のブランド力を

高めることを基本方針としたところである。こうした動きと合わせ、より一層の環境負荷

低減を目指し、さらに総合防除の普及、拡大を図る必要がある。 

一方で、温暖化や周辺環境の変化は、病害虫や雑草の発生量の増加、発生時期や種類の

変化等による生産現場での経済的損失を伴う影響が懸念されている。こうした状況に迅

速かつ的確に対応し、農作物の安定生産を確保するためには、薬剤防除による事後対応で

なく、平時から総合防除の実践をより一層進め、病害虫の発生リスクを抑制する必要があ

る。 

本計画は、環境こだわり農業を始め、その柱の一つに位置付けるオーガニック農業、さ

らに持続的で生産性の高い農業の拡大に貢献するため、全国のトップランナーとして、総

合防除のより一層の拡大を目指し、予防的防除に重点を置き、病害虫の発生しにくい環境

づくりや生物的防除、物理的防除等の技術を明示するとともに、平時や緊急対応時の防除

体制を整備するため、策定するものである。 

 

２ 総合防除推進の基本的な考え方 

総合防除推進においては、（１）から（３）を基本的な考え方とし、地域の実情や栽培

条件等に応じた適切な防除を行う。 

（１）病害虫・雑草の発生しにくい環境づくり（予防） 

（２）病害虫の発生予察に基づいた防除の要否、防除適期の判断（判断） 

（３）化学農薬に頼らない防除技術の積極的な導入や化学農薬の使用量を最低限に抑制

した防除（防除） 

  これらと併せ、県は発生予察の高度化や新たな総合防除技術の開発等を推進し、農業者

が総合防除を実践しやすい環境整備を進める。 
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３ 計画の位置づけ 

植物防疫法（昭和 25 年法律第 151 号）第 22 条の３第１項の規定に基づき定めるもの

である。 

 

４ 計画の成果目標 

  滋賀県環境こだわり農業推進基本計画（2023 年（令和５年）３月策定）成果目標    

「化学合成農薬出荷量の削減率」に準じ、下記の通り設定する。  

 

○成果目標（目標年：2026 年度） 

目標項目 目標値 

化学合成農薬出荷量※１の削減率

（2019 農薬年度比）※２ 
５％削減 

※１ 県内への農耕地用農薬出荷量（成分換算） 

※２ 2019 農薬年度における県内への農耕地用農薬出荷量（成分換算）は、158.4ｔ 

 

５ 計画の期間 

  本計画の期間は、2023 年度（令和５年度・策定後）から 2027 年度（令和９年度）まで

とする。 

なお、期間内においても病害虫の変化等により、見直しの必要が生じた場合は、随時改

訂することとする。 

 

第２ 総合防除の推進内容 

１ 総合防除を定める病害虫 

  本計画において、総合防除を定める病害虫は、植物防疫法施行規則（以下、「法施行規

則」という。）第 40条に定められている「指定病害虫」※、およびそれ以外を「指定外病

害虫」とし、それぞれ表１に示した。 

※法施行規則においては、「指定有害動植物」とされているが、本計画では分かりやすく標記するため

「指定病害虫」とした。 
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表１ 総合防除を定める病害虫 

分

類 

寄 主 植 物

ま た は 宿

主植物 

指定病害虫 指定外病害虫 

い

ね 

いね ばか苗病、いもち病、もみ枯細菌

病、苗立枯病、紋枯病、白葉枯病、

稲こうじ病、ごま葉枯病、イネミ

ズゾウムシ、イネドロオイムシ、

ツマグロヨコバイ、ヒメトビウ

ンカ、セジロウンカ、トビイロウ

ンカ、斑点米カメムシ類、ニカメ

イガ、フタオビコヤガ、コブノメ

イガ、スクミリンゴガイ 

苗立枯細菌病、褐条病、黄化萎縮病、

イネゾウムシ、イネクロカメムシ、

イチモンジセセリ、イナゴ類、イネ

ミギワバエ、アザミウマ類、イネシ

ンガレセンチュウ、アブラムシ類 

む

ぎ

類 

むぎ類 さび病類、うどんこ病、赤かび病 裸黒穂病、なまぐさ黒穂病、斑葉病、

褐色雪腐病類、雪腐褐色小粒菌核病

縞萎縮病、黒節病、株腐病、黄枯病、

アブラムシ類、ムギアカタマバエ 

だ

い

ず 

だいず 紫斑病、カメムシ類、フタスジヒ

メハムシ、ハスモンヨトウ、オオ

タバコガ、マメシンクイガ、アブ

ラムシ類 

白絹病、茎疫病、黒根腐病、葉焼病、

べと病、モザイク病、萎縮病、コガ

ネムシ類、ウコンノメイガ、マメヒ

メサヤムシガ、シロイチモジマダラ

メイガ、ダイズサヤタマバエ、タネ

バエ、ハダニ類 

野

菜 

トマト 疫病、葉かび病、灰色かび病、黄

化葉巻病、うどんこ病、すすかび

病、アブラムシ類、アザミウマ

類、オンシツコナジラミ、ハスモ

ンヨトウ、オオタバコガ、タバコ

コナジラミ 

苗立枯病、斑点病、輪紋病、青枯病、

モザイク病、黄化病、黄化えそ病、

かいよう病、軟腐病、萎ちょう病、

根腐萎ちょう病、半身萎ちょう病、

褐色根腐病、ハモグリバエ類、トマ

トサビダニ、ネキリムシ類、ネコブ

センチュウ類 
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なす 灰色かび病、うどんこ病、すすか

び病、ハダニ類、アブラムシ類、

アザミウマ類、ハスモンヨトウ、

オオタバコガ 

苗立枯病、青枯病、半身萎ちょう病、

半枯病、菌核病、褐紋病、テントウ

ムシダマシ類、チャノホコリダニ、

ネキリムシ類、コナジラミ類、ハモ

グリバエ類、ネコブセンチュウ類、

ナメクジ類 

と う が ら

し類 

オオタバコガ 苗立枯病、灰色かび病、疫病、青枯

病、うどんこ病、斑点細菌病、モザ

イク病、アブラムシ類、ハダニ類、

ミナミキイロアザミウマ、ミカンキ

イロアザミウマ 

きゅうり べと病、炭疽病、褐斑病、灰色か

び病、うどんこ病、斑点細菌病、

アブラムシ類、コナジラミ類、ハ

ダニ類、アザミウマ類 

苗立枯病、疫病、菌核病、つる割病、

つる枯病、ウイルス病、ウリハムシ、

ワタヘリクロノメイガ、タネバエ、

ネコブセンチュウ類、ハモグリバエ

類 

すいか アブラムシ類 苗立枯病、つる割病、つる枯病、疫

病、炭疽病、モザイク病、べと病、

ハダニ類、ウリハムシ、タネバエ 

メロン   苗立枯病、斑点細菌病、炭疽病、つ

る割病、つる枯病、うどんこ病、疫

病、モザイク病、黒点根腐病、えそ

斑点病、ウリハムシ、アブラムシ類、

ハダニ類、タネバエ、アザミウマ類、

コナジラミ類、ワタヘリクロノメイ

ガ、ネコブセンチュウ類 

かぼちゃ   疫病、べと病、うどんこ病、モザイ

ク病、アブラムシ類、ウリハムシ、

タネバエ、ネキリムシ類 
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いちご 炭疽病、うどんこ病、灰色かび

病、ハスモンヨトウ、ハダニ類、

アブラムシ類、アザミウマ類 

じゃのめ病、輪紋病、ウイルス病、

芽枯病、萎黄病、角斑細菌病、疫病、

根腐病、萎ちょう病、青枯病、コガ

ネムシ類、ナメクジ類、イチゴメセ

ンチュウ、ホコリダニ類 

キャベツ 黒腐病、菌核病、ヨトウムシ、ハ

スモンヨトウ、コナガ、オオタバ

コガ、モンシロチョウ、アブラム

シ類 

苗立枯病、べと病、黒斑病、軟腐病、

根こぶ病、根くち病、タマナギンウ

ワバ、ハイマダラノメイガ、ネキリ

ムシ類、ウスカワマイマイ、ナメク

ジ類、トビイロシワアリ、アザミウ

マ類 

はくさい アブラムシ類、ヨトウムシ、ハス

モンヨトウ、オオタバコガ、コナ

ガ 

菌核病、白斑病、軟腐病、根こぶ病、

べと病、根くびれ病、モンシロチョ

ウ、ハイマダラノメイガ、カブラハ

バチ、キスジノミハムシ、ネキリム

シ類、ウスカワマイマイ 

ブ ロ ッ コ

リー 

ヨトウムシ、ハスモンヨトウ、コ

ナガ、オオタバコガ  

苗立枯病、べと病、黒斑病、軟腐病、

花蕾腐敗病、根こぶ病、根くち病、

黒腐病、菌核病、黒すす病、モンシ

ロチョウ、タマナギンウワバ、ハイ

マダラノメイガ、ネキリムシ類、ア

ブラムシ類、ナメクジ類、トビイロ

シワアリ 

なばな コナガ、ヨトウムシ、ハスモンヨ

トウ 

根こぶ病、白斑病、黒腐病、アブラ

ムシ類、ネキリムシ類 

みずな コナガ、ハスモンヨトウ 白さび病、アブラムシ類、キスジノ

ミハムシ、 

こまつな ハスモンヨトウ、コナガ 白さび病、根こぶ病、キスジノミハ

ムシ、アブラムシ類 
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ねぎ べと病、黒斑病、さび病、アブラ

ムシ類、シロイチモジヨトウ、ネ

ギアザミウマ、ネギハモグリバ

エ、ネギコガ 

疫病、軟腐病、ネギえそ条斑病、ネ

ダニ類、ネキリムシ類 

たまねぎ べと病、白色疫病、ネギアザミウ

マ 

軟腐病、さび病、黒斑病、灰色腐敗

病、腐敗病、りん片腐敗病、乾腐病、

タネバエ、タマネギバエ、ネキリム

シ類 

ほ う れ ん

そう 

アブラムシ類、ヨトウムシ、ハス

モンヨトウ 

立枯病、萎ちょう病、べと病、シロ

オビノメイガ、コナダニ類、ミナミ

キイロアザミウマ 

し ゅ ん ぎ

く 

  べと病、炭疽病、葉枯病、アブラム

シ類、ハモグリバエ類、ハクサイダ

ニ 

だいこん アブラムシ類、ヨトウムシ、ハス

モンヨトウ、コナガ 

軟腐病、白さび病（わっか症）、モザ

イク病、萎黄病、キスジノミハムシ、

モンシロチョウ、カブラハバチ、ハ

イマダラノメイガ、ネキリムシ類、

ネグサレセンチュウ 

かぶ ヨトウムシ、コナガ 白斑病、白さび病、べと病、モザイ

ク病、根こぶ病、軟腐病、根くびれ

病、アブラムシ類、キスジノミハム

シ、モンシロチョウ、ハイマダラノ

メイガ、カブラハバチ、ネキリムシ

類 

にんじん 黒葉枯病 軟腐病、斑点病、キアゲハ、アブラ

ムシ類、ネキリムシ類、ネコブセン

チュウ類、ネグサレセンチュウ類 

ば れ い し

ょ 

疫病、アブラムシ類、ハスモンヨ

トウ、ヨトウムシ 

夏疫病、そうか病、黒あざ病、軟腐

病、ウイルス病、テントウムシダマ

シ類 

さといも アブラムシ類、ハスモンヨトウ 黒斑病、ハダニ類、セスジスズメ 

ス イ ー ト

コーン 

  アワノメイガ、アブラムシ類、アワ

ヨトウ、ネキリムシ類 
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果

樹 

ぶどう べと病、灰色かび病、晩腐病、チ

ャノキイロアザミウマ、カメム

シ類 

黒とう病、うどんこ病、さび病、褐

斑病、苦腐病、白腐病、白紋羽病、

ブドウトラカミキリ、ブドウスカシ

バ、フタテンヒメヨコバイ、カスミ

カメムシ類、ハマキムシ類、コガネ

ムシ類、クワコナカイガラムシ、コ

ウモリガ類、ヤガ類、ハダニ類、ブ

ドウトリバ 

なし 黒星病、黒斑病、赤星病、シンク

イムシ類、ハダニ類、ニセナシサ

ビダニ、アブラムシ類、ハマキム

シ類、カイガラムシ類、 

うどんこ病、胴枯病、輪紋病、白紋

羽病、ナシヒメシンクイ、カメムシ

類、ナシホソガ、ナシチビガ、ヤガ

類 

もも せん孔細菌病、ナシヒメシンク

イ、ハダニ類、カメムシ類 

黒星病、灰星病、縮葉病、炭疽病、

白紋羽病、モモシンクイガ、モモノ

ゴマダラメイガ、アブラムシ類、モ

モハモグリガ、コスカシバ、カイガ

ラムシ類、モモチョッキリゾウム

シ、ヤガ類、ハマキムシ類 

かき 炭疽病、カメムシ類、カキノヘタ

ムシガ、チャノキイロアザミウ

マ、カキクダアザミウマ、カイガ

ラムシ類、 

落葉病、うどんこ病、カキノヒメヨ

コバイ、マイマイガ、イラガ類、ツ

ノロウムシ、カメノコロウムシ、ヒ

メコスカシバ、フタモンマダラメイ

ガ、キクイムシ類 

くり   胴枯病、炭疽病、モモノゴマダラメ

イガ、クリタマバチ、カミキリムシ

類、キクイムシ類、ネスジキノカワ

ガ、クリシギゾウムシ、クリイガア

ブラムシ、クリオオアブラムシ 

いちじく   疫病、黒かび病、酵母腐敗病、さび

病、株枯病、カミキリムシ類、ハダ

ニ類、アザミウマ類、ショウジョウ

バエ類、イチジクヒトリモドキ、カ

イガラムシ類、ネコブセンチュウ類 
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ブ ル ー ベ

リー 

  灰色かび病、斑点病、コガネムシ類、

イラガ類、ショウジョウバエ類、フ

タモンマダラメイガ 

うめ   黒星病、かいよう病、オビカレハ、

コスカシバ、アブラムシ類、カイガ

ラムシ類 

茶 茶 炭疽病、ハダニ類、ハマキムシ

類、チャノホソガ、チャノミドリ

ヒメヨコバイ、チャノキイロア

ザミウマ、クワシロカイガラム

シ、チャドゲコナジラミ 

輪斑病、赤焼病、ツマグロアオカス

ミカメ、ヨモギエダシャク、ナガチ

ャコガネ 

花

き 

きく 白さび病、アザミウマ類、ハダニ

類、アブラムシ類、ヨトウムシ類 

 

ばら   うどんこ病、ハダニ類、アブラムシ

類、アザミウマ類、タバコガ類 

カ ー ネ ー

ション 

  萎ちょう病、ハダニ類、アザミウマ

類、アブラムシ類、タバコガ類 

りんどう   葉枯病、立枯病、アブラムシ類、ア

ザミウマ類 

洋ラン   軟腐病、灰色かび病、炭疽病、カイ

ガラムシ類、 

観葉植物   コナジラミ類、カイガラムシ類 

１ 年 草 花

き類 

ヨトウムシ類 アブラムシ類、アザミウマ類、ハダ

ニ類、ハモグリバエ類、 

 

２ 総合防除の技術 

  各品目における総合防除の技術（以下、総合防除技術）について、【別表１】に定める。 

 併せて、県が作成したＩＰＭ実践指標（水稲・大豆/小豆・露地野菜・施設野菜・果樹・

茶）について【別表２】に示す。 

 

３ 総合防除の実践に向けた環境整備 

県は、下記の（１）から（４）に取り組み、農業者が総合防除を実践しやすい環境整備

を進める。 

 

- 8 -



 

（１）新たな総合防除技術の開発 

  効果的・効率的な総合防除技術について、新たに開発を進める。 

  ・水稲病害に対する含鉄資材等の施用 

・トマト害虫に対する化学農薬の使用低減可能な総合防除技術の開発  等                              

 

（２）発生予察の高度化・迅速化 

適時、適切な情報を発信するため、発生予察の高度化・迅速化を進める。 

  ・ICT や画像診断を用いた発生予察 

・病害の発生予測モデルの構築 

・病害虫の種類を迅速に特定するための新たな診断技術の開発 等 

 

（３）スマート農業の活用 

   省力で低コストの総合防除技術が実践できるようスマート農業の活用を進める。 

   ・ロボット草刈り機による除草 

・ドローンによる効率的なピンポイント防除  等 

 

（４）指導体制の強化 

  総合防除が広く普及・実践されるよう指導体制を強化する。 

  ・正確な病害虫診断技術を有する指導員育成のための研修の実施  等   

 

４ オーガニック栽培における総合防除技術体系 

    環境こだわり農業の柱として位置づけたオーガニック農業の拡大に結びつくよう、総

合防除技術の体系化を進める。 

現在、体系化が確立している水稲と茶について、【別表３】に示す。 

 

第３ 病害虫防除の指導体制 

１ 発生予察に基づいた農業者への情報提供 

県は市町・農業団体等（以下、関係機関とする）との連携により発生予察を実施し、表

２のとおり、警戒レベルに応じて「警報」、「注意報」、または防除に関する情報を発表し、

病害虫の発生状況、防除技術、防除時期等について、農業者や関係機関へ情報提供を行う。  

また、ICT や画像診断の活用等、発生予察の高度化、迅速化を進めるとともに、国、他

府県と連携し、発生予察の強化を図る。 
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表２ 病害虫に関する情報提供の一覧 

情報の種類 情報の内容 

病害虫発生予察警報 重要な病害虫が大発生することが予想され、かつ早急に防除措置

を講ずる必要が認められる場合に発表する。 

病害虫発生予察注意報 警報を発表する程度ではないが、重要な病害虫が多発生すること

が予想され、かつ早目に防除措置を講ずる必要が認められる場合

に発表する。 

病害虫発生防除情報 ・病害虫による被害を最小限にとどめるため、より早い時期に耕

種的防除の実施や計画防除の検討を促す内容。以下の（１）、（２）

の場合に発表する。 

（１）病害虫の発生時期が通常より著しく異なる場合 

（２）病害虫の発生が多いことが予想されるが注意報を発表する

程度ではない場合 

病害虫発生予報 ・定期的に発表する。 

・病害虫の発生状況調査とその解析に基づき、主要農作物の病害

虫について発生時期、発生程度、発生地域およびそれらの平年比、

防除上注意すべき事項（防除時期など）の内容とする。 

特殊報 県内で発生が確認されていなかった病害虫を発見した場合や、こ

れまでとは違う特異的な発生をする現象が認められた場合に発表

する。 

 

２ 農業者への指導 

  県は、普及指導員の指導・助言や、関係機関との連携等を通じ、農業者の総合防除の実

践を進める。 

併せて、農作物の防除技術の詳細な内容や環境に配慮した農薬を提示した「農作物病害

虫雑草防除基準」を毎年度策定する。 

さらに、オーガニック農業の推進と併せて、各地域の品目に適した効果的な防除体系を

示し、実践につなげる。 

      

３ 関係機関との連携促進 

県は、以下の取組により、関係機関との連携を促進する。 

・「植物防疫・農薬安全使用対策協議会」の開催 

・連携会議開催等、各地域における関係機関との迅速な情報共有 

・農業団体の営農指導員に対する研修会の開催  等 

                            

４ その他推進事項 

県は、効果的な病害虫防除につながるよう、河川敷など農地以外の除草対策について、
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関係機関等へ働きかける。 

併せて、国、他府県と連携、情報共有し、発生予察の強化を図る。 

 

第４ 緊急対応時における防除の実施体制 

１ 緊急対応時とは 

  本計画において緊急対応時とは、以下の（１）、（２）の場合を示す。 

（１）発生予察の実施により得た資料に基づき、緊急的な防除を必要とする状況と判断し、

病害虫発生予察警報の発表を行った場合。 

（２）異常発生時の防除に関する措置を行うよう農林水産大臣から指示された場合。 

 

２ 対象品目 

  本県で栽培されている全品目。 

 

３ 防除の実施体制 

（１）防除の内容 

緊急対応時においては、農作物の病害虫被害の面的な拡大を最小限に抑える必要が

あることから、化学農薬による地域全体の防除を基本とする。 

併せて、化学農薬による防除以外で取組むべき内容を以下に示す。 

ア 被害株や被害果のほか、発生源となり得る作物残さの除去、被害樹の伐採、被害

株のすき込み等を徹底する。 

イ 可能な場合は、早期収穫する。 

ウ 次期作に向け、ほ場内およびその周辺の管理（雑草の防除等）を徹底する。 

 

なお、オーガニック農業者に対しては、継続してオーガニック農業に取り組むことが

できるよう最大限配慮し、耕種的防除技術等の防除指導を行うが、周囲のほ場に被害が

及ぶことが明らかな場合は、農薬による防除を含めた防除指導を検討する。 

 

（２）防除対策の指示伝達体制および防除指導の実施体制 

緊急対応時における、県機関、市町および農業団体等の役割を表３に、県域および地

域の防除体制を図にそれぞれ示す。各機関が一体となった体制により、必要な指示伝達

や防除指導を行うものとする。 
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表３ 緊急対応時における県機関、市町、農業団体等の役割 

区分 機関名 防除対策の指示、伝達 防除指導の実施体制 

県機関 みらいの農業振興課 ・「植物防疫・農薬安全使用対策

協議会（県域協議会）」の開催 

・県域の防除方針の決定・周知 

・異常発生時防除に係る区域や

期間等の告示※２ 

・当該農薬の確保を、

関係部署に要請 

病害虫防除所 ・県内における病害虫発生状況

の把握※2 

・「緊急防除情報」の発信 

・防除の指導 

農業農村振興事務所

農産普及課※１ 

・「地域緊急連絡会議」の開催 

・地域の防除方針の決定・周知 

・防除の指導 

農業技術振興センタ

ー農業革新支援部 

・防除方針決定や情報発信等に

ついて連携 

・防除の指導 

市町 市町 ・地域の防除方針の決定に協

力、および周知 

－ 

農 業 団

体等 

農業協同組合等の農

業者が組織する団体 

・県域および地域の防除方針の

決定に協力、および周知 

・当該農薬の確保に努める。 

・防除の指導、実施 

農業共済組合 ・県域および地域の防除方針の

決定に協力、および周知 

・防除の指導 

県肥料商業組合 ・県域および地域の防除方針の

決定に協力、および周知 

・当該農薬の確保に努める。 

・防除の指導、実施 

 
※１ 大津・南部農業農村振興事務所農産普及課、甲賀農業農村振興事務所農産普及課、東近江農業農村

振興事務所農産普及課、湖東農業農村振興事務所農産普及課、湖北農業農村振興事務所農産普及課、

高島農業農村振興事務所農産普及課を指す。 

※２ 国から異常発生時防除の指示があった場合、実施する。 

  

 

図 県域および地域の防除体制 
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第５ その他 

農薬適正使用の指導 

（１）県および関係機関は連携し、農業者、農薬使用者等に農薬適正使用の内容等を周知、

指導する。 

（２）農薬取締法およびその関係法令等の遵守による農薬の適正使用、防除の指導を徹底す

るとともに、農薬使用者および周辺作物・環境等の安全の確保した対策を推進する。 
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【別表１】  
いね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種籾消毒 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．温湯消毒は、ばか苗病に対しては、化学合成農薬と比較して効果が劣る

場合があるので注意する。  
２．温湯消毒の防除効果を高めるために、温度管理（60～62℃）と消毒時間

（10 分間）を厳守する。 
  
 
 
 

図 温湯消毒の方法 
Ⅱ．薬剤による防除 

１．薬剤の吹き付け処理の場合は、専用の種子消毒機を使用し、薬剤を種子

に均一に付着させる。 
２. 塗沫処理の場合は、適当な容器内で薬液を滴下するなどして、種子に均

一に付着させる。 
３. 種籾を浸漬する場合は、サラン網袋に入れるかバラのまま浸漬し、布袋

などは避ける。種籾と薬液の浴比は１：１以上とする。  
４. 消毒後は 24～48 時間風乾してから浸種する。 
５. 浸種中の液温が低いと、効果が劣ることがある。 
６. 浸種中はなるべく水の取りかえは行わない（水の腐敗が甚しい場合は静

かに換水する）。 
７. 浸種後種籾は水洗いせずに催芽、は種する。  

 ８．微生物農薬による防除の場合、湛水直播栽培や水苗代では効果が期待で

きないので使用を避ける。また、温湯消毒と組み合わせて使用する場合

は、（温湯消毒）→（冷水で冷ます）→（微生物農薬の防除）の順に行

う。 
育苗箱施薬・移植時防除 
Ⅰ．薬剤による防除 

１．育苗箱施薬では健苗を用い、葉の水滴をよく払い落としてから均一に施

用し、葉に付着した薬剤は払い落とす。なお、軟弱徒長苗や砂質土壌、

漏水田等では薬害が生じることがあるので使用しないようにする。 
２．長期持続型のいもち病予防剤を育苗箱施薬した場合、葉いもち防除の必

要性は低い。 
３．長期持続型の殺虫剤を使用した場合は、適用害虫に対する本田防除の必

要性は低い。 

塩水選 
直後の籾 

60～62℃ 
10分間消毒 

冷水で
冷ます 

風乾 

浸種 

低温・低湿度
で保管 
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いね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．用土の pH を 4.5～5.5 に矯正すると発病が少ない。 
 ２．育苗資材は十分に水洗いし、清潔なものを用いる。 
 ３．急激な温度変化を来たさないよう被覆に注意する。 
 ４．出芽適温（30℃）を厳守する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．育苗箱消毒を行う。 
  ケミクロンＧ1,000 倍液に 10 分間浸漬後、水洗する。 
  イチバン 500～1,000 倍液に瞬時浸漬後、水洗しない。 
２．種籾消毒を行う。 
３．用土消毒を行う。ただし、用土（床土＋覆土）は箱当たり４リットルと

する。  
４．発芽後に土壌かん注する。    

ばか苗病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．種子伝染するので、発病田から採種しない。 
 ２．風選や塩水選を行う。 
 ３．籾殻はくん炭とし、前年の被害わらはすき込むか完熟堆肥とする。 
 ４．育苗箱や本田内で発病したものは、早期に抜き取り除去する。                   
  ５．温湯消毒は、化学合成農薬と比較して防除効果が劣る場合があるので注

意する。 
 ６．温湯消毒の注意点は、【種籾消毒】を参照する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．種籾消毒を必ず行う。 
２．他県では薬剤耐性菌の発生が認められるので、薬剤選定にあたって注意

する。 
いもち病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．本病は種子伝染するので、発病田から採種しない。 
 ２．種籾を塩水選、風選する。 
 ３．前年の被害わらはすき込むか完熟堆肥とする。  
 ４．厚まきを避け健苗の育成に努める。  
 ５．は種後の覆土は、は種籾がかくれるまで十分に行う。                   
 ６．育苗ハウス内に稲わらや籾殻を持ち込まない。                      
 ７．抵抗性品種を作付けする。                                         
 ８．発病苗を本田に持ち込まない。                                     
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いね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ９．不必要な補植用余剰苗は速やかに除去する。                                
  10. 冷水かんがいを避ける（う回水路の設置）。                          
  11. ケイ酸質肥料を施用する。                                       
  12. 窒素質肥料の多施用を避ける。                                    
  13. 畦畔等の除草により、風通しや日当たりを良好にする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．種籾消毒を必ず行う。                       
２．例年いもち病の発生が多いほ場では、育苗箱施薬または移植時に側条施

肥田植機で薬剤を施用する。           
３．耐性菌の出現を防止するため、育苗箱施薬は同一グループ薬剤の広域使

用や連用を避ける。 
４．粒剤施用の場合は必ず湛水状態とする。 
５．例年いもち病の発生が少ないほ場では、育苗箱施薬や移植時に側条施肥

田植機による施用や本田粒剤散布の必要性は低い。 
６．育苗箱施薬または移植時に側条施肥田植機による薬剤を施用した場合、

葉いもち防除の必要性は低い。 
７．葉いもち防除は、病害虫防除所が発表するいもち病感染好適日の情報を

活用する。 
８．パック剤・ジャンボ剤は藻や浮草が多いほ場では使用を避ける。 
９．穂いもちを対象に粒剤を施用した場合、穂ばらみ期以降の防除の必要性

は低い。 
10. 薬剤耐性菌出現を防止するため作用機構の異なる薬剤を使用する。 

もみ枯細菌病（苗腐敗症）、苗立枯細菌病、褐条病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．種子伝染するので、発病田から採種しない。    
２．種籾を塩水選、風選する。                          
３．用土のｐＨを 4.5～5.0 に矯正すると発病が抑制される。 
４．出芽適温（30℃）を厳守する。                      
５．育苗初期に高温にしすぎない。   
６．ハウス育苗ではかん水をしすぎない。                         

７．発病苗を本田に持ち込まない。                                                       
８．温湯により消毒する（【種籾消毒】の項を参照）。 
９．厚まきすると発病しやすい。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．種籾消毒を必ず行う。 
２．育苗箱施薬する。 
３．本田防除 
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いね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ●もみ枯細菌病 
  （１）出穂前に薬剤を散布する。 
  （２）出穂直前～穂揃期に薬剤を散布する。 
    ●褐条病 
      出穂期直前～穂揃期に薬剤を散布する。 
紋枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．代かき後の浮遊物を回収し除去する。 
２．窒素質肥料の多施用を避ける。 
３．プラウによる反転耕により、菌核を地中深くに埋没する。 
４．株当たりの植え付け本数が多いと発病しやすいので適正にする。 
５．過繁茂にならないよう留意する。  
６．畦畔や水路の除草を行う。  
７．早植を避ける。 

Ⅱ．薬剤による防除 
 １．前年の発生が多かったほ場では、防除を行う。  
 ２．育苗箱施薬より病勢進展初期（幼穂形成期～穂ばらみ期）の薬剤散布の

方が効果が高い｡  
 ３．例年発生が少ないほ場では、育苗箱施薬の必要性は低い。 
４．防除の目安 

      極早生・早生品種：発病を認めた場合 
中生・晩生品種：出穂20日前の発病株率が15～20％以上 

５．粒剤施用の場合は必ず湛水状態とし、畦畔等からの漏水防止に努めると

ともに、散布後１週間は落水やかけ流しは行わない。 
６．薬剤が株元に十分かかるように留意する。 

白葉枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除                                        
 １．病原菌の越冬場所である雑草（サヤヌカグサ等）の管理を徹底する。 
 ２．例年発生が多いほ場では、耐病性品種を作付ける（「コシヒカリ」､「日

本晴」､「秋の詩」､「吟おうみ」「滋賀羽二重糯」など）。 
 ３．窒素質肥料の多施用を避ける。                       
 ４．浸冠水した場合は直ちに排水に努める。   
５．排水路の整備により、浸冠水および深水を避ける。 

 ６．露があるときには発生ほ場内に入らない。  
Ⅱ．薬剤による防除                                    
 １．例年発生が多いほ場では育苗箱施薬するか、出穂３～４週間前に薬剤を

散布する。 
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いね 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄化萎縮病 
Ⅰ．薬剤によらない防除                                                                        

１．病原菌の越冬場所である雑草の管理を徹底する。 
 ２．例年発生が多いほ場での苗代は、浸冠水のおそれのないところを選ぶ。 
３．浸冠水した場合は直ちに排水に努める。         

Ⅱ．薬剤による防除                                           
  １．発生を認めたら直ちに薬剤を施用する。 
稲こうじ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．遅植えすると発生しやすいので、例年発生が多いほ場では極端な遅植え

は避ける。 
 ２．窒素質肥料の多施用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．穂ばらみ期～出穂直前に薬剤を散布する。 
ごま葉枯病（穂枯れ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．本病菌の無病種子を使用する。 
 ２．含鉄資材やケイ酸質資材などの土壌改良資材を投入し、秋落改良対策を

行う。 
 ３．ケイ酸質肥料を施用する。 
４．被害わらを本田周辺に放置せず、適切に処分する。 

Ⅱ. 薬剤による防除 
 １．種籾消毒を必ず行う。 
 ２．出穂期～傾穂期に薬剤を散布する。 
イネミズゾウムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．例年発生が多いほ場では、被害が発生しやすい移動分散最盛期（５月下

旬）の移植は避ける。 
 ２．例年発生が多いほ場では、稚苗移植は被害が出やすいので、中苗または

成苗を移植する。 
 ３．根腐れを生じやすい水田では、幼虫の被害が出やすいので、適切に水管

理する。 
 ４．多発地では、畦畔シートで侵入を防止する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬または移植時に、は種同時施薬

機や側条施肥田植機で薬剤を施用する｡ 
 ２．発生が多い場合は、５月下旬に多発しているところを中心に薬剤を散布
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する｡ 
３．防除の目安は５月下旬の株当たり成虫数が0.5頭以上、または被害株率

90％以上とする。 
 ４．粒剤施用の場合は、必ず湛水状態とし保水に努める。 
 ５．藻や浮草が多いほ場でのパック剤の使用を避ける。 
イネドロオイムシ（イネクビホソハムシ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 

１．窒素質肥料の多施用を避ける。 
２．越冬源や繁殖源となるほ場周辺や畦畔等のイネ科雑草を除草する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
 １．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬または移植時に、は種同時施薬機

や側条施肥田植機で薬剤を施用する。 
 ２．発生が多い場合は、６月中旬に薬剤を散布する。 
 ３．防除の目安は６月中旬～下旬に被害葉率20％以上、または被害株率50％

以上とする。 
 ４．粒剤施用の場合は、必ず湛水状態とし保水に努める。 
 ５．藻や浮草が多いほ場でのパック剤の使用を避ける。 
イネゾウムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．冬期までに耕起する。 
 ２．常発地では中苗または成苗を移植する。 
 ３．窒素質肥料の多施用を避ける。 
 ４．湿田では蛹化できないので、収穫前の落水を遅らす｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬する。 
 ２．本田で、越冬成虫の発生が多い場合には、成虫飛込最盛期（５月中下旬）

に､多発しているところを中心に薬剤を散布する。 
 ３．粒剤施用の場合は必ず湛水状態とし、保水に努める。 
 ４．藻や浮草が多いほ場でのパック剤の使用を避ける。 
ツマグロヨコバイ（黄萎病） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 

１．刈り取り後に早期耕耘する。 
 ２．畦畔やほ場周辺を除草する。 
 ３．６月中旬以降の田植えは被害を回避できる。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬する。 
 ２．発生が多い場合は薬剤を散布する。 
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３．前年の刈り株再生芽での黄萎病の発病株率が５％以上の場合、本種に効

果のある育苗箱施薬剤を使用する。 
４．８月上旬の見取り調査で株当たり20頭以上、またはすくい取り調査で 

10回振り当たり100頭以上の場合、本種を対象とする防除を行うことが

望ましい。 
ヒメトビウンカ（縞葉枯病） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 

１．刈り取り後に早期耕耘する。 
 ２．畦畔や堤防の雑草を刈り取る。 
 ３．発病株は早期に抜き取る。 
 ４．窒素質肥料の多施用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬する。 
 ２．早植栽培では、第１世代成虫期（６月中旬）に薬剤を散布する。 
 ３．６月下旬に縞葉枯病の発病株率が高い場合は、第２世代幼虫期（６月末

～７月上旬）に薬剤を散布する。 
４．防除の目安は、６月下旬の発病株率が１%以上とする。 

セジロウンカ、トビイロウンカ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素質肥料の多施用を避ける。 
 ２．間断かんがいを励行すると虫の増殖が抑制される。 
 ３．坪枯れが発生し始めたり、虫の密度が高くなったりした場合は、深水に

湛水することにより根の老化防止、倒伏抑制、幼虫や卵の殺虫効果が期

待できる。 
４．水田中央部付近の株元をよく観察して早期発見に努める。 
５．特に発生予察情報に注意する。 
６．坪枯れが確認された場合には、可能な限り収穫を早めて、倒伏等の被害

が拡大しないよう努める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．散布剤による本田防除ができないほ場では、育苗箱施薬する。 
 ２．発生初期に薬剤を散布する。 
３．セジロウンカの防除の目安は、７月下旬の払い落とし調査では株当たり

10頭以上、すくい取り調査では10回振り当たり50頭以上とする。 
４．トビイロウンカの防除の目安は、８月中旬の払い落とし調査では株当た

り１頭以上とする。 
５．薬剤が株元に十分かかるように留意する。 
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カメムシ類（斑点米）：ホソハリカメムシ、クモヘリカメムシ、ミナミアオカメ

ムシ、トゲシラホシカメムシ、アカスジカスミカメ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．７月上旬までの雑草管理 

畦畔、堤防などのイネ科雑草は誘引源・増殖源となるので、５月下旬～

７月上旬に広域的に２～３回刈り取る（除草適期は５月下旬、６月中旬、

７月上旬）｡ 
 ２．７月中旬以降の畦畔雑草管理 

なお、雑草管理が不十分な（イネ科雑草の出穂が多い）畦畔におけるイ

ネの出穂後の除草は、雑草穂に寄生している斑点米カメムシ類を本田に

追い込むこととなり、被害が増大するおそれがあるので、やむなく除草

する場合は、薬剤防除前日に行う。 
 ３．水田内にヒエなどのイネ科雑草が生えていると、斑点米カメムシ類を集

めることになり、斑点米が多く発生するので、イネ科雑草の穂が出るま

で（７月上旬）に水田内の雑草を抜き取る。 
 ４．イネの刈り取り後も、速やかに畦畔の草刈りを行い、斑点米カメムシ類

の越冬密度を抑制する。 
５．草刈りによるイネ科雑草の出穂抑制は、約３週間である。 

Ⅱ．薬剤による防除 
 １．ほ場周辺の畦畔や雑草地にアカスジカスミカメが多い場合は、乳熟期頃

（出穂７～10 日後）に防除する。 
２．穂揃期に斑点米カメムシ類が確認できるほ場では、糊熟期頃（出穂 16

日後を中心に出穂 10～20 日後）にも防除する。 
 ３．粒剤を施用する場合、田面を露出させない程度に湛水状態とする。散布

時期は基本的に乳熟期頃（出穂７～10 日後）とするが、一部の薬剤につ

いてはラベルを参照すること。畦畔等からの漏水防止に留意するととも

に、薬剤散布後１週間は落水やかけ流しをしない。また、散布時期が早

いと効果が劣るので施用時期に注意する。 
 ４．発生が少ない場合は畦畔からの額縁防除でも効果が期待できる。 
 ５．薬剤散布は早朝か夕方の虫の活動の“にぶい”時刻を選ぶ。 
 ６．斑点米カメムシ類が薬剤散布後の本田に多く残っている場合は、１週間

後に追加防除する。 
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畦畔における雑草管理のポイント 
 イネ出穂期前後にイネ科雑草が出穂しないようにするには、イネ出穂期の

２～３週間前と出穂期頃の２回連続草刈りが効果的である。この場合、１回

目と２回目の間隔は３週間以上あけない。 
（出穂2～3週間前）        （出穂期頃）     
                                   
     草刈り   ２～３週間     草刈り  ２～３週間  
※出穂期頃の草刈りから２～３週間後にもう一回草刈りを行うとさらに効

果が高まる。 

イネカメムシ（斑点米） 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．発生が多いほ場では、出穂期に防除する。 
 ２．さらに発生が多い場合は、乳熟期（出穂７～10 日後）にも防除する。 
イネクロカメムシ 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．例年発生の多いほ場では、育苗箱施薬する。 
 ２．幼虫および新成虫には防除効果が低いので、越冬成虫を対象に本田侵入

終期（６月下旬～７月上旬）に薬剤を散布する。 
 ３．さらに発生が多い場合は、７月中旬～８月中旬にも散布する。 
ニカメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．冬期までに耕起を行い、越冬源の稲わらをすき込む｡ 
 ２．作付けが遅くなると、第２世代による被害が増加するので、極端な遅植

えを避ける。 
 ３．窒素質肥料の多施用や過繁茂を避ける。 
 ４．ケイ酸質肥料を十分に施用する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  （第１世代幼虫） 
 １．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬または移植時に側条施肥田植機で

薬剤を施用する。 
 ２．発生が多い場合は、発ガ最盛期 10～15 日後（平年６月 15 日頃）に薬剤

を散布する。 
  

（出穂２～３週間後） 
 
   草刈り 

※ 
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 （第２世代幼虫） 
３．第１世代による被害が多かったほ場では、発ガ最盛期から７日後 
（平年８月第１半旬）までに薬剤を散布する。 

４．防除の目安は６月中旬の被害株率が10％以上、または５月上旬～発ガ最

盛日（平年は５月第６半旬）までのフェロモントラップでの累積誘殺数

が200頭以上とする。 
 ５．粒剤施用の場合は必ず湛水状態とし、保水に努める。 
６．育苗箱施薬または移植時に側条施肥田植機による薬剤施用をした場合、 

第１世代幼虫を対象とした本田防除の必要性は低い。 
フタオビコヤガ（イネアオムシ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素質肥料の多施用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．幼虫発生期は主に６月下旬～７月上旬と７月中旬～下旬である。 
 ２．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬する。 
３．幼虫加害初期に散布する。 

コブノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発生量の年次間差が大きいことから、ほ場の見回り等による被害株の早

期発見に努める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．中生・晩生品種や遅植えの早生品種で、８月に入ってから被害が多くな

ってきたほ場では、８月末～９月上旬に薬剤を散布する。 
２．防除の目安は８月上旬の被害株率が20％以上、または８月中旬に上位２

葉の被害葉率が20％以上とする。 
３．９月上旬までに収穫する極早生・早生品種では、防除の必要性は低い。 

イチモンジセセリ（イネツトムシ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．移植時期が周囲のほ場より遅れると被害が集中するので、移植時期をそ

ろえる。 
 ２．窒素質肥料の多施用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．例年発生が多いほ場では、育苗箱施薬する。 
２．幼虫発生初期（７月下旬～８月初め、葉を２枚程度つづり合わせた頃）

に薬剤を散布する 
 
。 
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イナゴ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．卵鞘は代かき時に稲わらと一緒に畦畔際に吹き寄せられるので、集めて

適正に処分する。 
 ２．畦畔などの雑草を刈り取る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月中旬頃に、畦際のイネが著しく食害されているほ場では、若齢期（６

月中旬～７月上旬）のうちに畦畔から額縁状に薬剤を散布する。 
２．防除の目安は６月下旬に本田でのすくい取り調査で20回振り当たり100

頭以上とする。 
イネミギワバエ（イネヒメハモグリバエ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．極端な遅植えを避ける。 
 ２．葉が水面に接していると産卵されやすいので、浅水管理する。 
 ３．う回水路などにより、水温を高める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．遅植え栽培では育苗箱施薬する。 
 ２．成虫や産卵量が多いなど、被害が懸念される場合は、移植栽培では移植

10 日後、直まき栽培では６月上旬に薬剤を散布する。 
アザミウマ類（黒点症状米） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 

１．水田周辺のイネ科雑草を早期に刈り取る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．穂ばらみ期～出穂期に薬剤を散布する。 

イネシンガレセンチュウ（心枯線虫病、黒点米） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．籾殻は、くん炭にするか年内にすき込む。 
 ２．種子伝染するので、発生田からは採種しない。 
 ３．温湯により消毒する（種籾消毒の項を参照）。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．種籾消毒または育苗箱施薬を必ず行う。 
 ２．心枯線虫病が発生した場合は出穂期に薬剤を散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
１．穂に発生すると籾がススで汚損されるので、特に採種ほでは、発生を認め

たら必ず防除する。 
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スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．厳冬期前（12 月頃）に、ロータリの回転を速く、走行速度をできる限り

遅くして耕耘する。 
 ２．移植直後～移植３週間後の水深を４㎝以下に保ち、食害を防止する。 
 ３．取水口や排水口に９㎜程度の目合いのネットを設置し、本田への貝の侵

入を防ぐ。 
 ４．用水路やほ場内で、貝や卵塊を見つけたら捕殺・除去する｡ 
 ５．稚苗は食害されやすいので、成苗を移植する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．移植直後と移植４週間後（分げつ初期）に、農薬を散布する。 

むぎ類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裸黒穂病、なまぐさ黒穂病、斑葉病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．種子伝染するので、発病したほ場から採種しない｡ 
２．遅まきを避ける。 
３．り病穂は発見次第抜き取り処分する。 
４．温湯により消毒する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．乾燥種子を消毒する。 
２．機械まきの場合、粉衣は、は種直前に行う。 

さび病類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．厚まきを避ける。 
２．窒素質肥料の過用を避ける。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生初期から農薬を散布する。 

うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．厚まき、遅まきを避ける。 
２．窒素質肥料の過用を避ける。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生初期から農薬を散布する。 

冷水温湯浸法 
小麦       大麦 

20℃ ６時間  20℃ ３時間 
   ↓         ↓ 
50℃ ２分   47℃ ２分 
      ↓        ↓ 
55℃ ５分   52℃ ５分 
      ↓        ↓ 

冷水にて種子を直ちに冷やす。 
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赤かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．種子伝染するので、発生ほ場から採種しない。 
２．窒素質肥料の過用を避ける。 
３．乾燥・調製までの間に被害粒が増加することがあるので、収穫後は速や

かに乾燥させる。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．小麦（「びわほなみ」を除く）は、開花始め～開花期に農薬を散布する。 
２．二条大麦は、穂揃い 10 日後頃に農薬を散布する。 
３．小麦（「びわほなみ」）および六条大麦は、赤かび病に弱いことから、開

花始め～開花期とその７～10 日後頃に農薬を散布する。 
４．農薬散布後降雨が続く場合は、雨のやみ間を見て追加防除を行う。 

Ⅲ．その他 
１．令和４年４月１日より、小麦について、デオキシニバレノール（DON）

が1.0mg／kgを超えて含有するものであってはならないと設定された。 
褐色雪腐病･雪腐褐色小粒菌核病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．適期には種する。 
２．排水を良くする。 
３．消雪を促進する。 
４．消雪後に窒素の追肥を行い、生育の回復を図る。 

縞萎縮病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．土壌伝染するので連作を避ける。 
２．早まきを避ける。 
３．排水を良くする。 
４．発生初期に窒素の追肥を行い、回復を図る。 
５．耐病性品種に転換する。 

黒節病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．早まき、厚まきを避ける。 
２．排水を良くする。 
３．窒素質肥料の過用を避ける。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．種子消毒を実施する。 
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むぎ類 株腐病 

Ⅰ．薬剤によらない防除 

１．発病の多いほ場での連作を避ける。 

２．早播き、厚播き、窒素質肥料の過用を避ける。 

３．菌核密度を低減させるためにほ場を深耕する。 

Ⅱ．薬剤による防除 

１．薬剤の種子処理を行う。乾燥種子への薬剤塗抹処理が有効である。 

黄枯病（オオムギ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．早まきを避ける。 
２．排水を良くする。 

ムギアカタマバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．畑地の連作麦に多いため、輪作する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．出穂期～穂揃期に農薬を散布する。 

だいず 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紫斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．種子伝染するので、発生ほ場から採種しない。 
  ２．り病した作物残さも伝染源となるので、早期に耕耘して埋没腐敗させる

と共に、連作を避ける。 
 Ⅱ．薬剤による防除 
１．種子消毒を実施する。 
２．落花期～若莢期および、若莢期から 10 日おきに防除する。 

白絹病・茎疫病・黒根腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．土壌伝染するので、連作を避ける。  
 ２．排水不良条件で多発するので、ほ場の排水促進に努める。               
  ３．発病株は早期に除去し、処分する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．種子消毒を行う。 
２．発生初期に防除する。 

葉焼病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．種子伝染するので、発生ほ場から採種しない。                             
  ２．土壌伝染するので、連作を避ける。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生初期に防除する。 
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だいず 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．種子伝染するので、発生ほ場から採種しない。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生初期に防除する。 

モザイク病・萎縮病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．種子伝染するので、発生ほ場から採種しない。 
  ２．発病株は伝染源となるので、抜き取り処分する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．後述のアブラムシ類を参照し、アブラムシ類を防除する。 

カメムシ類：ミナミアオカメムシ・イチモンジカメムシ・アオクサカメムシ・

ホソヘリカメムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．開花前に周辺雑草を除去し、発生密度の低下を図る。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生予察情報、ほ場の見回り等による早期発見に努め、適期に薬剤散布

等を実施する。 
２．若莢期～子実肥大期に農薬を散布する。薬液が着莢部に十分付着するよ

う、丁寧に散布する。 
フタスジヒメハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．作物残さ中で越冬するので、収穫後早期に耕耘し、ほ場内の作物残さを

すき込むとともに、連作を避ける。 
  ２．虫の密度が高まるので、早まきを避ける。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．乾燥種子に塗沫処理する。 
２．は種時にまき溝に施用する。 
３．発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、子実肥

大初期に防除する。粉剤を散布する時は、専用の Y 噴頭（二又噴頭）を

使って、子実に農薬が付着するよう丁寧に撒く。 
コガネムシ類：ヒメコガネ・マメコガネ・ドウガネブイブイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．土壌中で越冬するので、収穫後速やかに耕耘し、連作を避ける。 

 Ⅱ．薬剤防除 
１．成虫の発生を認めたら防除する。 
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だいず 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．若齢幼虫は、葉裏に群生しているうちに捕殺する（白変葉の除去）。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．若齢幼虫が葉裏に群生しているうちに防除する。 
２．薬剤感受性は、年次や場所により異なるので、防除効果が低い薬剤は連

用しない. 
３．天敵に影響の少ない BT 剤を利用する。 
４．フェロモン剤を利用する。 

オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．若齢期に防除する。 
 ２．天敵に影響の少ない BT 剤を利用する。 
ウコンノメイガ 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．幼虫による葉巻が増加する７月下旬に防除する。 
マメヒメサヤムシガ 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．若莢期に防除する。 
マメシンクイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．土壌中で越冬するので、収穫後速やかに耕耘し、連作を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、幼虫に

よる食入孔が増加する９月上旬～中旬に防除する。なお、粉剤を散布す

る時は、専用の Y 噴頭（二又噴頭）を使って、子実に農薬が付着するよ

う丁寧に撒く。 
シロイチモジマダラメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．土壌中で越冬するので、収穫後速やかに耕耘し、連作を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 

１．幼虫による食入孔が増加する９月上旬～中旬に防除する。なお、粉剤を

散布する時は、専用の Y 噴頭（二又噴頭）を使って、子実に農薬が付着

するように丁寧に撒く。 
ダイズサヤタマバエ 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．開花最盛期とその７～10 日後に防除する。 
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だいず タネバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．６月中旬までの早まきを避ける。 
 ２．完熟堆肥を用い、未熟な堆肥や有機質肥料の使用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．種子消毒を実施する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ほ場内の雑草、特にマメ科雑草は除去する。 
 ２．有翅虫の飛来を防止するため、シルバーマルチ、シルバーテープ、また

は風上方向に防風垣もしくは防風ネットを設置する。 
Ⅲ．薬剤による防除 
  １．種子消毒を実施する。 
 ２．発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、発生初

期に防除を実施する。 
 ３．薬剤の選択に際しては、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異なる系統

の薬剤によるローテーション散布を行う。さらに、地域内で薬剤抵抗性

が確認されている薬剤を当該地域では使用しない。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．周辺雑草は、発生源となるので除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に防除する。 

トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．過湿を避ける。 

  ２．発病苗を除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．種子消毒を行う。 
２．は種前に床土消毒を行う。                
３．資材の消毒を行う。 
４．は種時かん注を行う 
５．は種後２～３葉期に全面散布する。 

疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．初期の発病葉、果実は見つけ次第、除去する。 
  ２．窒素質肥料の多用を避ける。 
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トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ３．排水、通風、採光を良好にする。 
  ４．温室やハウス、トンネルの換気を図る。 
  ５．収穫後の茎葉はほ場から持ち出す。 
６．敷わらまたはマルチを行う。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．土壌消毒を行う。 

  ２．予防散布する。 
葉かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．温室やハウス、トンネルの換気を図る。 
  ２．窒素過多、過繁茂を避ける。              
３．密植を避ける。                          

  ４．耐病性品種を用いる。      
Ⅱ．薬剤による防除 
１．予防散布する。                

  ２．くん煙剤を利用する。 
灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．温室やハウス、トンネルの換気を図る。 
 ２．密植を避けて通風を良くする。       
  ３．着果後、花弁を抜き取る。 
４．被害茎葉・果実等は、早期に除去する。 
５．敷わらまたはマルチを行う。      

Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
 ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．微生物農薬を利用する 
斑点病 
Ⅰ．薬剤によらない防除    
  １．温室やハウス、トンネルの換気を図る。    
 ２．初期の発病葉、果実は見つけ次第、除去する。 
  ３．肥料切れを避ける。 
  ４．耐病性品種を用いる。 
Ⅱ. 薬剤による防除 
  １．発生初期から散布する。 
輪紋病 
Ⅰ．薬剤による防除   
  １．予防散布する。 
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トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．ナス科作物の栽培は数年間休作する。      
  ２．排水を良好にする。                      
  ３．敷わらを厚くして根の発育を良好にする。 
  ４．有機物を増施する。 
  ５．耐病性品種を用いる。                
  ６．抵抗性台木に接木する。 
７．高接ぎ木法を行う。              

  ８．発病株を早期に除去する。                
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
２．微生物農薬を利用する。 

モザイク病（ＴｏＭＶ、ＣＭＶ） 
●トマトモザイクウイルス（ＴｏＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．抵抗性品種を利用する。 
  ２．発病株を早期に除去する。 
 ３．作業は健全な株から行い、発病株は最後にまわす。発病株に手を触れた

場合は石けんでよく洗う。   
  ４．連作を避ける。 
●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
  １．防虫ネットによってアブラムシ類の飛来を防ぐ。 
  ２．光反射フィルムのマルチ、シルバーテープで、アブラムシ類を忌避する。 
  ３．被害株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．アブラムシ類を防除する。 
黄化葉巻病（ＴＹＬＣＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発病株は見つけ次第抜き取り、処分する。 
 ２．防虫ネット（0.4mm）でタバココナジラミの侵入を防ぐ。 
３．抵抗性品種を用いる。 

Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．育苗期から定植時にタバココナジラミに効果のある粒剤を施用する。   
 ２．定植後も定期的に薬剤を散布する。 
  ３．系統の異なる薬剤をローテーションする。 
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トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黄化病（ＴoＣＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発病株は見つけ次第抜き取り、処分する。 
 ２．防虫ネット（0.4mm）でコナジラミ類の侵入を防ぐ。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．育苗期から定植時にコナジラミ類に効果のある粒剤を施用する。   
 ２．定植後も定期的に薬剤を散布する。 
  ３．系統の異なる薬剤をローテーションする。 
黄化えそ病（ＴＳＷＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．発病株は見つけ次第抜き取り、処分する。 
２．防虫ネットでアザミウマ類の侵入を防ぐ。 

 ３．ハウス内やほ場周辺の雑草防除を徹底する。 
 ４．無病苗を利用する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．アザミウマ類を防除する。 
かいよう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発生ほ場の資材は必ず消毒して使用する。 
  ２．手を清潔にし、泥土による感染を防ぐ。 
  ３．発病株を早期に除去する。 
  ４．芽かきは早めに、しかも晴天の日に行う。 
  ５．排水を良好にし、マルチを行う。 
  ６．温湯浸漬による種子消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
軟腐病 （空洞病） 
Ⅰ．薬剤によらない防除                              
  １．発生ほ場の資材は必ず消毒して使用する。  
  ２．手を清潔にし、泥土による感染を防ぐ。    
  ３．発病株を早期に除去する。                
  ４．芽かきは早めに、しかも晴天の日に行う。  
  ５．排水を良好にし、マルチを行う。  
 ６．微生物農薬を利用する。 
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．採光、通風を良好にする。                    
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トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ． 薬剤による防除  
 １．発病初期から散布する。                    
２．くん煙剤を利用する。 

萎ちょう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．耐病性品種を用いる。 
  ２．抵抗性台木に接木する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．種子消毒を行う。 
 ２．土壌消毒を行う。 
  ３．定植前～定植１か月後までにかん注する。 
根腐萎ちょう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除                               
１．耐病性品種を用いる。                     
２．抵抗性台木に接木する。           

Ⅱ．薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
半身萎ちょう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．抵抗性台木に接木する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
褐色根腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．根部残さは伝染源となるため、ほ場外に持ち出す。 
２．耐病性台木を用いる。 

Ⅱ．薬剤散布 
 １．土壌消毒を行う。 
すすかび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．多湿条件で発病しやすいため、過繁茂にならないようにする。 
２．発病葉や残さは伝染源となるため、ほ場外に持ち出す。 

Ⅱ． 薬剤による防除 
１．予防散布する。 
２．耐性菌を生じやすいので、同一グループ薬剤の連用を避ける。 
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トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットによって飛来を防ぐ。 
  ２．光反射フィルムマルチ、シルバーテープを使用する｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時または生育期に施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵を利用する。 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
 １．周辺の雑草を除去する。 
 ２．近紫外線除去フィルムを利用する。ただし、交配にマルハナバチを利用

する場合は、訪花活動に影響があるので注意する。 
 ３．無寄生苗を使用する。  
 ４．施設開口部は防虫ネットで被覆する。 
 ５．光反射フィルムでマルチする。 
 ６．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
 ７．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除          
 １．定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵・微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．卵塊・幼虫の捕殺に努める。 
 ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬による防除 
オンシツコナジラミ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
 ２．施設内の残さや雑草を除去する。  
  ３．育苗～生育中に黄色粘着板を設置する。 
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トマト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ４．施設開口部に防虫ネット（0.4mm）を張る。 
Ⅱ．薬剤による防除  
 １．育苗後期に施用する。 
 ２．定植時に粒剤を施用する。 
 ３．発生初期に散布する。 
 ４．くん煙剤を利用する。 
５．天敵・微生物農薬を利用する。 

タバココナジラミ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．オンシツコナジラミに準ずる。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．オンシツコナジラミに準ずる。 

オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．幼虫の捕殺に努める。 
  ３．黄色灯を設置する。                  
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。             
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハモグリバエ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除                             
  １．発生苗は持ちこまない。                  
  ２．ほ場周辺の雑草は除去する。             
  ３．施設開口部に防虫ネットを張り、成虫の侵入を防止する。                 
  ４．近紫外線除去フィルムを利用する。ただし、交配にマルハナバチを利用

する場合は、訪花活動に影響があるので注意する。 
  ５．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
Ⅱ．薬剤による防除                               
  １．定植時に粒剤を施用する。                
  ２．発生初期に散布する。  
 ３．天敵・微生物農薬による防除             
トマトサビダニ 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．ハウス内やほ場周辺の雑草防除を徹底する。 
  ２．被害株および収穫後の残さはほ場から持ち出す。   
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トマト Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ・タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を株元散布する。 
ネコブセンチュウ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．抵抗性台木を利用する｡ 
 ２．太陽熱利用や蒸気による土壌消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．くん蒸剤による土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に粒剤を土壌混和する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 

なす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．過湿を避ける。                          
  ２．発病苗を除去する。                      
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．種子消毒を行う。                          
２．は種前に床土消毒を行う。                  
３．資材の消毒を行う。 

 ４．は種時かん注を行う。 
５．は種後２～３葉期に全面散布する。 

灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．温室やハウス、トンネルの換気を図る。 
 ２．密植を避けて通風を良くする。       
  ３．着果後、花弁を抜き取る。 
４．被害茎葉・果実等は、早期に除去する。 
５．敷わらまたはマルチを行う。 

Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
２．くん煙剤を利用する。 
３．微生物農薬を利用する。 
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なす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青枯病、半身萎ちょう病、半枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．抵抗性台木に接木する｡ 
  ２．ナス科作物の栽培は数年間休作する。      
  ３．排水を良好にする。                      
  ４．敷わらを厚くして根の発育を良好にする。    
  ５．有機物を増施する。 
  ６．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
菌核病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．マルチ栽培をする。  
  ２．太陽熱利用による土壌消毒を行う。 
 ３．発病株を除去する。    
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発病初期から散布する。   
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．採光、通風を良好にする。                    
Ⅱ． 薬剤による防除  

１．発病初期から散布する。                    
２．くん煙剤を利用する。 

褐紋病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．通風、排水を良好にし密植を避ける。      
 ２．発病葉、病果を早期に除去する。            
３．敷わらまたはマルチを行う。 

すすかび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ハウスでは多湿にならないように換気、かん水に注意する。   
 ２．被害茎葉は除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 

１．発病初期から散布する。 
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なす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テントウムシダマシ類（ニジュウヤホシテントウ、オオニジュウヤホシテント

ウ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．定植後に粒剤を施用する。 
２．発生初期に散布する。 

チャノホコリダニ 
Ⅰ．薬剤による防除 
  １．幼果や生長点付近の若い葉に十分散布する。 
 ２．天敵を利用する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤による防除           
 １．発生初期に散布する。 
 ２．天敵を利用する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープを張る。  
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．育苗期後半に粒剤を施用する。 
 ２．定植時に粒剤を施用する。 
 ３．発生初期に散布する。 
 ４．天敵を利用する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ・タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除                              
 １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を株元散布する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．卵塊・幼虫の捕殺に努める。 
 ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
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なす 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．幼虫の捕殺に努める。 
 ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
コナジラミ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
  ２．施設内の残さや雑草を除去する。 
 ３．育苗～生育中に黄色粘着板を設置して捕殺する。 
 ４．施設開口部に防虫ネット（0.4mm）を張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵・微生物農薬を利用する。 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
 １．周辺の雑草を除去する。 
 ２．近紫外線除去フィルムで被覆する（育苗期のみ）。 
 ３．無寄生苗を使用する。  
 ４．施設開口部は防虫ネットで被覆する。 
 ５．光反射フィルムでマルチする。 
 ６．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
 ７．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除          
 １．定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵・微生物農薬を利用する。     
ハモグリバエ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
 １．発生苗は持ちこまない。 
 ２．ほ場周辺の雑草は除去する。              
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なす  ３．施設開口部に防虫ネットを張り、成虫の侵入を防止する。 
 ４．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵を利用する。 
ネコブセンチュウ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．連作を避ける。 
  ２．太陽熱利用や蒸気による土壌消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．くん蒸剤による土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に粒剤を土壌混和する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
ナメクジ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．通風、排水を良好にする。 
 ２．捕殺する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．粒剤を散布する。 

と う が

らし類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．過湿を避ける。 
 ２．発病苗を除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．は種前に床土消毒を行う。 
 ２．資材の消毒を行う。 
 ３．は種後２～３葉期に散布する。 
灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．温室やハウス、トンネルの換気を図る。 
 ２．密植を避けて通風を良くする。       
  ３．着果後、花弁を抜き取る。 
４．被害茎葉・果実等は、早期に除去する。 
５．敷わらまたはマルチを行う。 

Ⅱ．薬剤による防除 
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と う が

らし類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  １．予防散布する。 
 ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．低湿地を避け、排水を良好にする。          
 ２．発病果、発病株は見つけ次第除去する。    
 ３．敷わらまたはマルチを行う。              
 ４．窒素質肥料の過用を避ける。              
 ５．抵抗性台木に接ぎ木する。              
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．床土の消毒を行う。                      
  ２．予防散布する。      
青枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ナス科作物の栽培は数年間休作する。      
 ２．排水を良好にする。                      
 ３．敷わらを厚くして根の発育を良くする。    
 ４．有機物を増施する。                      
 ５．抵抗性台木に接木する。                  
 ６．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．採光、通風を良好にする。          
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発病初期から散布する。 
斑点細菌病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素質肥料の過用を避ける。              
 ２．排水を良くし、敷わらまたはマルチを行う。 
Ⅱ．薬剤による防除  
  １．発生初期に散布する。 
モザイク病 （ＴＭＶ、ＣＭＶ）タバコモザイクウイルス（ＴＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
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と う が

らし類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２．摘心、摘芽は健全株を先に行い発病株に触れた場合は必ず石けんで手を

洗う。   
 ３．発病株は早期に抜き取る。 
●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病株は早期に抜き取る。 
  ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープでアブラムシ類を忌避する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．アブラムシ類の防除を行う。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープを張る｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵を利用する。 
オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫の捕殺に努める。 
  ３．黄色灯を利用する。                  
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤による防除   
 １．発生初期に散布する。 
 ２．天敵を利用する。 
ミナミキイロアザミウマ、ミカンキイロアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
  １．周辺の雑草を除去する。   
  ２．近紫外線除去フィルムで被覆する。 
  ３．無寄生苗を使用する。 
  ４．施設開口部は防虫ネットで被覆する。 
  ５．光反射フィルムでマルチする。 
  ６．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

- 43 -



と う が

らし類 
（夏期）。 

  ７．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 

２．天敵・微生物農薬を利用する。 
き ゅ う

り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．過湿を避ける。                          
 ２．発病苗を除去する。                      
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．種子消毒を行う。                         
２．は種前に床土消毒を行う。 

 ３．資材の消毒を行う。 
  ４．薬剤を土壌かん注する。 
 ５．は種後２～３葉期に全面散布する。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水を良好にし、多湿を避ける。 
  ２．肥切れしないように肥培管理に注意する。 
  ３．密植を避け、通風採光を良くする。 
  ４．敷わらまたはマルチを行う。 
  ５．施設では、換気に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
  ２．発病初期に散布する。 
炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．ほ場の排水を良好にし、敷わらまたはマルチを行う。 
  ３．被害茎葉、果実は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。 
  ２．発生初期に散布する。 
疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
  １．高うねとし、ほ場の排水を良好にする。        
  ２．発病地では連作を避ける。                
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き ゅ う

り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ３．敷きわらまたはマルチを行う。 
 ４．発病株は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。                       
２．土壌消毒を行う。                         
３．予防散布する。           

褐斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．施設では高温多湿にならないよう換気を十分行う。 
  ２．被害株、被害茎葉は早めに除去する。  
  ３．耐病性品種を用いる。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．多湿を避け、換気に努める。 
  ２．敷わらまたはマルチを行う。 
  ３．罹病果は早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期から散布する。 
  ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
菌核病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．灰色かび病に準ずる。                      
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．発生初期から散布する。 
 ２．くん煙剤を利用する。 
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
  １．窒素過多や密植を避ける。 
  ２．発病葉などは、早期に除去する。  
  ３．耐病性品種を用いる。 
４．抵抗性台木に接木する。 

Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。   
  ２．くん煙剤を利用する。   
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き ゅ う

り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つる割病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．抵抗性台木に接木する。 
  ３．土壌酸度を矯正する。 
  ４．発病株は、早期に除去する。 
  ５．高うねにし、排水に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌および資材の消毒を行う。 
  ２．定植前にかん注する。 
つる枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
  ２．排水を良くする。 
  ３．ハウスでは、換気に努める。 
  ４．発病株は、除去する。 
  ５．摘心は、晴天の日中に行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．種子消毒を行う。 
  ２．発病初期に散布する。 
 ３．発病初期にペースト剤を塗布する。 
斑点細菌病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
  ２．施設では、換気に努める。 
  ３．敷わらまたはマルチを行う。 
Ⅱ．薬剤による防除         
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
ウイルス病（ＣＭＶ、ＷＭＶ、ＣＹＶ、ＺＹＭＶ、ＣＧＭＭＶ） 
●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ） 
●カボチャモザイクウイルス（ＷＭＶ） 
●キュウリ黄化ウイルス（ＣＹＶ） 
●ズッキーニ黄斑モザイクウイルス（ＺＹＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットでアブラムシ類等の飛来を防ぐ。 
  ２．光反射フィルムマルチ、シルバーテープを使用する｡ 
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Ⅱ．薬剤による防除 
  １．アブラムシ類を防除する（ＣＭＶ、ＷＭＶ、ＺＹＭＶ）。 
  ２．オンシツコナジラミを防除する（ＣＹＶ）。 
 ３．弱毒ウイルス剤を利用する（ＺＹＭＶ）。 
 
●キュウリ緑斑モザイクウイルス（ＣＧＭＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発病地は、数年間休作する。              
  ２．発病株は、早期発見に努め、除去する。    
  ３．発病株の抜き取り後手を石けんでよく洗う。 
  ４．接木用のナイフ、クリップなどは、第三りん酸ソーダ 10％液に 20 分間

浸漬する。    
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。 
ウリハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼苗期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除     
  １．は種時または植付時に粒剤を施用する。 
  ２．成虫の発生を認めたら散布する。 
ワタヘリクロノメイガ（ウリノメイガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．施設栽培では防虫ネットで被覆する。      
  ２．幼虫を捕殺する。                        
  ３．黄色灯を利用する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
タネバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．未熟有機物の施用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除     
  １．は種時または植付時に粒剤を施用する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープを張る｡ 
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Ⅱ．薬剤による防除 
 １．育苗期後半に粒剤を施用する。 
 ２．定植時に粒剤を施用する。 
  ３．発生初期に散布する。 
  ４．くん煙剤を利用する。 
 ５．天敵を利用する。 
コナジラミ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
  ２．施設内の残さや雑草を除去する。 
 ３．育苗～生育中に黄色粘着板を設置する。 
  ４．施設開口部に防虫ネット（0.4mm）を張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。                      
２．くん煙剤を利用する。 
３．天敵・微生物農薬を利用する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．天敵を利用する。 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．周辺の雑草を除去する。                  
２．近紫外線除去フィルムで被覆する。        

  ３．無寄生苗を使用する。                    
  ４．施設開口部は防虫ネットで被覆する。   
  ５．光反射フィルムでマルチする。            
  ６．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
  ７．太陽熱消毒を行う。                      
Ⅱ．薬剤による防除 
１．定植時に粒剤を施用する。 

  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵・微生物農薬を利用する。 
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ネコブセンチュウ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
 ２．太陽熱利用や蒸気による土壌消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．くん蒸剤による土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に粒剤を土壌混和する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
ハモグリバエ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発生苗は持ちこまない。 
 ２．ほ場周辺の雑草は除去する。              
 ３．施設開口部に防虫ネットを張り、成虫の侵入を防止する。 
 ４．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵を利用する。 

すいか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．過湿を避ける。                          
  ２．発病苗を除去する。                      
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．種子消毒を行う。 
  ２．は種前に床土消毒 
 ３．資材の消毒を行う。 
  ４．は種直後にかん注する。 
  ５．は種後２～３葉期に全面散布する。 
つる割病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。                          
 ２．抵抗性台木に接木する。            
 ３．土壌酸度を矯正する。                    
 ４．排水を良好にする。                        
 ５．発病株は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．種子消毒を行う。 
 ２．土壌消毒を行う。 
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つる枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．連作を避ける。                          

  ２．排水を良くする。                        
  ３．ハウスでは換気に努める。                
  ４．発病株は早めに除去する。                
  ５．摘心は晴天の日中に行う。                
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
 ２．発病初期にペースト剤を塗布する。 
疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．高うねとし、ほ場の排水を良好にする。        
  ２．連作を避ける。                          
  ３．敷わらまたはマルチを行う。              
  ４．発病茎葉および果実は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。                        
２．育苗床土の消毒を行う。                    
３．降雨前後に予防散布する。 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．被害茎葉、果実は早期に除去する。 
  ２．ほ場の排水を良好にし、敷わらまたはマルチを行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。                        
２．発生初期に散布する。 

モザイク病 
●キュウリ緑斑モザイクウイルス（ＣＧＭＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発病地は、数年間休作する。              
  ２．発病株は、早期発見に努め、除去する。    
  ３．発病株の抜き取り後、手を石けんでよく洗う。 
  ４．接木用のナイフ、クリップなどは、第三りん酸ソーダ 10％液に 20 分間

浸漬する。    
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。 
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●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ） 
●カボチャモザイクウイルス（ＷＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットでアブラムシ類の飛来を防ぐ。  
  ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープを張る｡  
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．アブラムシ類を防除する。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．くん蒸剤による土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に粒剤を土壌混和する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープを張る｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．育苗後期に粒剤を施用する。 
  ２．定植時に粒剤を施用する。 
  ３．発生初期に散布する。 
 ４．天敵を利用する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．発生初期より散布する。 
 ２．天敵を利用する。 
ウリハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼苗期に防虫ネットで被覆する。            
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．は種時に粒剤を施用する。 
 ２．成虫の発生を認めたら散布する。 
タネバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．未熟有機物の施用を避ける。                
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．は種時または植付時に粒剤を施用する。 
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苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．過湿を避ける。   
  ２．発病苗を除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．種子消毒を行う。 
  ２．は種前に床土消毒を行う。 
 ３．資材の消毒を行う。 
 ４．は種時にかん注する。 
 ５．は種後２～３葉期に全面散布する。 
斑点細菌病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．施設では、換気に努める。 
  ３．敷わらまたはマルチを行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布に重点をおく。 
 ２．発生初期に散布する。 
炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害茎葉、果実は早期に除去する。 
 ２．ほ場の排水を良好にし、敷わらまたはマルチを行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．資材の消毒を行う。 
 ２．発生初期に散布する。 
つる割病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
  ２．土壌酸度を矯正する。 
  ３．排水を良好にし、敷わらまたはポリマルチを行う。 
 ４．抵抗性品種を利用する。 
  ５．抵抗性台木に接木する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
  ２．支柱、資材の消毒を行う。 
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つる枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．排水を良くする。 
  ３．ハウスでは換気に努める。 
  ４．発病株は除去する。 
  ５．摘心は晴天の日中に行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
  ２．発病初期に薬剤を塗布する。 
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素質肥料の過用を避ける。                
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。   
 ２．くん煙剤を利用する。 
疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
 ２．高うねとし、排水を良好にする。 
 ３．敷わらまたはポリマルチを行う。 
 ４．通風を良好にする。 
 ５．発病茎葉および果実は、早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．資材の消毒を行う。 
 ２．床土の消毒を行う。 
 ３．予防散布する。 
モザイク病 
●キュウリ緑斑モザイクウイルス（ＣＧＭＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発病地は、数年間休作する。              
  ２．発病株は、早期発見に努め、除去する。    
  ３．発病株の抜き取り後、手を石けんでよく洗う。 
  ４．接木用のナイフ、クリップなどは、第三りん酸ソーダ 10％液に 20 分間

浸漬する。 
●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ） 
●カボチャモザイクウイルス（ＷＭＶ） 
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Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットでアブラムシ類の飛来を防ぐ。 
  ２．光反射フィルムのマルチやシルバーテープを張る｡ 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．アブラムシ類を防除する。 
黒点根腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除         
 １．地温が上がらないうちに収穫する作型を導入する。 
  ２．収穫終了後、発病ほ場では根部を残さないよう残さを処分する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒、株元かん注を行う。 
えそ斑点病（ＭＮＳＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．抵抗性台木に接木する。 
  ２．種子の乾熱消毒を行う。 
  ３．抵抗性品種を使う。 
  ４．太陽熱消毒を行う。 
 ５．発病株は早期に取り除く。 
 ６．発病の疑いのある株は管理作業を後回しにする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．土壌消毒する。 
ウリハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼苗期に防虫ネットで被覆する。            
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．植付時に粒剤を施用する。          
 ２．成虫の発生を認めたら散布する。 
アブラムシ類（ワタアブラムシ、モモアカアブラムシなど ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
２．光反射フィルムでマルチする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．天敵・微生物農薬を利用する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤による防除   
 １．発生初期に散布する。 
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 ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．天敵を利用する。 
タネバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
 １．未熟有機物の施用を避ける。                
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．は種時または植付時に粒剤を施用する。 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．周辺の雑草を除去する。 
  ２．無寄生苗を使用する。 
  ３．施設開口部は防虫ネットで被覆する。 
  ４．光反射フィルムでマルチする。 
  ５．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
  ６．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．育苗後半または定植時に施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．天敵・微生物農薬を利用する。 
コナジラミ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する

（夏期）。 
  ２．施設内の残さや雑草を除去する。 
 ３．育苗～生育中に黄色粘着板を設置する。 
  ４．施設開口部に防虫ネット（0.4mm）を張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．天敵・微生物農薬を利用する。 
ワタヘリクロノメイガ（ウリノメイガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫を捕殺する。 
  ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
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ネコブセンチュウ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．太陽熱利用や蒸気による土壌消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．くん蒸剤による土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に粒剤を土壌混和する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 

か ぼ ち

ゃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除            
  １．ほ場の排水を良好にする。        
  ２．連作を避ける。    
  ３．敷わらまたはマルチを行う。 
  ４．発病茎葉および果実は、早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．資材の消毒を行う。 
  ２．降雨前後に予防散布する。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除            
 １．排水を良好にし、多湿を避ける。        
  ２．肥切れしないように肥培管理に注意する。 
 ３．密植を避け、通風採光を良くする。 
  ４．敷わらまたはマルチを行う。 
  ５．施設では、換気に努める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除                             
  １．窒素肥料の過用を避ける。                  
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
モザイク病 
●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ） 
●カボチャモザイクウイルス（ＷＭＶ） 
Ⅰ． 薬剤による防除 
 １．アブラムシ類を防除する。 
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か ぼ ち

ゃ 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．防虫ネットで被覆する。 
２．光反射フィルムでマルチする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する 
  ２．発生初期から散布する。 
ウリハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼苗期は防虫ネット等で被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．植付時に粒剤を施用する。 
  ２．成虫の発生を認めたら散布する。 
タネバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除                              
 １．未熟有機物の施用を避ける。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時または植付時に粒剤を施用する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫を捕殺する。 
  ３．ポット育苗する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 

いちご 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．雨除けハウス育苗を行う。 
 ２．頭上かん水を避ける。 
 ３．排水を良好にする。 
 ４．発病株を除去する。 
  ５．太陽熱消毒を行う。 
  ６．耐病性品種を利用する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．土壌消毒する。 
 ２．育苗期（定植前）に予防散布する。 
 ３．育苗期および本ぽ定植後にかん注する。 
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 ４．仮植前に苗根部を浸漬する。 
 ５．微生物農薬を利用する。 
 ６．資材の消毒を行う。 
じゃのめ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水を良好にする。  
 ２．密植を避け、肥料切れしないようにする。 
  ３．発病葉は早めに摘み取る。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布または発生初期に散布する。 
輪紋病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水を良好にする。 
 ２．密植を避け、肥料切れしないようにする。 
  ３．発病葉は早めに摘み取る。 
  ４．雨除けハウス育苗を行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
 １．育苗期に散布する。 
うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病葉・発病果を除去する。 
 ２．ＵＶ-Ｂ蛍光灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
  ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
ウイルス病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．メリクロン苗を利用する。 
  ２．親株は草勢の良いものを選ぶ。   
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．アブラムシ類を防除する。 
灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水、通風を良好にする。 
  ２．過繁茂にならないようにする。 
 ３．敷わらまたはマルチをする。 
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 ４．枯葉、被害果（花）を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
 ２．くん煙剤を利用する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
芽枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水、通気を良好にし、過度のかん水を避ける。 
 ２．深植を避ける。 
 ３．発病株は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
 ２．発生初期に株元に散布する。   
萎黄病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ポット育苗、隔離育苗をする。 
 ２．健全な親株を用い、無病地で苗を養成する。 
 ３．過乾、過湿を避ける。 
 ４．発病株は早期除去する。 
 ５．太陽熱消毒する。 
 ６．農機具、履き物等を消毒する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
 ２．仮植床へ土壌かん注する。 
 ３．仮植前根部浸漬する。 
角斑細菌病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．発病葉を除去する。 
２．軟弱・徒長苗は感染しやすいので、健全育苗する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．予防散布する。 

疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．雨除け条件下で栽培する。 
２．過湿にならないようにかん水管理を行う。 
３．過繁茂にならないようにする。 
４．発病株は除去しほ場外へ持ち出す。 
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いちご 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．薬剤による防除 
 １．薬剤を散布する。 
根腐病、萎ちょう病、青枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．高うね栽培する。 
 ２．発病株は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．黄色灯を設置する。 
  ３．卵塊・幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除              
  １．微生物農薬を利用する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害葉を取り除く。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生を認めたら散布する。 
  ２．くん煙剤を利用する。 
  ３．定植前の苗を専用の二酸化炭素くん蒸剤を利用する。 
 ４．天敵を利用する。 
アブラムシ類（ワタアブラムシ、イチゴケナガアブラムシなど） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
 ３．くん煙剤を利用する。 
 ４．天敵・微生物農薬を利用する。 
アザミウマ類（ミカンキイロアザミウマ、ヒラズハナアザミウマ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．紫外線カットフィルムを張る（育苗期のみ）。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．天敵・微生物農薬を利用する。 
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いちご コガネムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．太陽熱消毒を行う。 
  ２．幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除                                
  １．仮植時または定植時に粒剤を施用する。     
ナメクジ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ほ場の清掃を図り、排水を良くする。 
Ⅱ．薬剤による防除   
  １．粒剤を施用する。    
イチゴメセンチュウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除                             
 １．発生ほ場から採苗しない。 
 ２．被害株は見つけ次第抜き取り処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．育苗期や定植後生育初期に散布する。ただし、ハウス等密閉した空間で

の散布は避ける。 
ホコリダニ類（チャノホコリダニ、シクラメンホコリダニ） 
Ⅰ．薬剤による防除 
  １．生長点付近の若い葉に十分に散布する。 
 ２．天敵を利用する。 

キ ャ ベ

ツ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．排水を良好にし、過湿にならないように注意する。 
  ２．寒冷紗で被覆し、地温の低下に努める。   
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
 ２．資材の消毒を行う。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水、通風を良好にする。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．発病初期に散布する。 
黒斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水を良好にする。 
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 ２．肥切れしないようにする。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除    
 １．連作を避ける。    
 ２．早まき（夏まき）の場合は密植を避ける。 
  ３．通風、排水を良好にする。 
 ４．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防的に散布する。 
 ２．発生初期に散布する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
根こぶ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．アブラナ科の連作を避ける。 
  ２．抵抗性品種を利用する。 
  ３．排水を良好にする。 
  ４．消石灰を施用し、酸度矯正を図る。 
 ５．乾燥牛糞、鶏糞などの有機物を施用する。 
  ６．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ７．ポット育苗による移植栽培を行う。 
  ８．発病苗、発病株は早期に除去する。 
  ９．農機具、履物の洗浄を行う。 

10．太陽熱による土壌消毒を行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に薬剤を土壌混和する。 
  ３．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
根くち病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．苗床では雨除け、寒冷紗等により強い風雨を防ぐ。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．資材の消毒を行う。 
 ２．予防的に散布を行う。 
３．発生初期に散布を行う。 
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黒腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．肥切れしないようにする。   
  ２．連作を避ける 
  ３．早まき（夏まき）の場合は密植を避ける。 
  ４．通風、排水を良好にする。 
  ５．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。 
菌核病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。   
 ２．発病株を早期に除去する。    
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．予防的に散布する。 
ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
 ２．卵塊と幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
  ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
 ４．フェロモン剤を利用する。 
アオムシ（モンシロチョウ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
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  ３．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ４．微生物農薬を利用する。 
コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．粒剤を株元散布する。 
 ２．発生初期に散布する。 
  ３．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ４．微生物農薬を利用する。 
 ５．フェロモン剤を利用する。 
タマナギンウワバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
 ３．フェロモン剤を利用する。 
ハイマダラノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗中は防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
  ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ 、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．は種または植付時に粒剤を施用する。 
  ２．被害を認めた場合に粒剤を施用する。 
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ツ 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除       
  １．育苗期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
ウスカワマイマイ・ナメクジ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．通風、排水を良好にする。                  
 ２．捕殺する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．粒剤を施用する。 
トビイロシワアリ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．深耕により巣を破壊する。 
 ２．ほ場周辺の雑草を除去する。 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 

は く さ

い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菌核病 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
 １．連作を避ける。 
 ２．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
白斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
 ２．肥切れしないようにする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
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  ２．夏まきの場合、早まきや密植を避ける。 
  ３．通風、排水を良好にする。 
  ４．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 
  ２．予防散布する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
根こぶ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．アブラナ科の連作を避ける。 
 ２．耐病性品種を利用する。 
  ３．排水を良好にする。 
 ４．消石灰を施用し、酸度矯正を図る。 
 ５．乾燥牛糞、鶏糞などの有機物を施用する。 
 ６．夏まきの場合、早まきを避ける。 
 ７．ポット育苗による移植栽培を行う。 
 ８．発病苗、発病株は早期に除去する。 
  ９．農機具、履物の洗浄を行う。 

10．太陽熱による土壌消毒。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
  ２．は種前または定植前に薬剤を土壌混和する。 
  ３．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水、通風を良好にする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発病初期に散布する。 
根くびれ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．高温時のは種を避けるか、移植栽培する。 
  ３．排水を良くし、高うね栽培する。 
  ４．石灰の多用を避ける。 
  ５．発病株を早期に除去する。 
  ６．農機具、履物の洗浄を行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
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ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。    
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
  ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。   
 ２．卵塊と幼虫を補殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
 ４．フェロモン剤を利用する。 
アオムシ（モンシロチョウ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。    
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．薬剤を散布する。 
  ３．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。  
 ４．微生物農薬を利用する。 
コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。    
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
 ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
 ４．フェロモン剤を利用する。 
オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。    
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
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は く さ

い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２．微生物農薬を利用する。 
 ３．フェロモン剤を利用する。 
ハイマダラノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．育苗中は防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．セル成型･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
カブラハバチ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．育苗中は防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除       
 １．育苗期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
キスジノミハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種または定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。  
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 
ウスカワマイマイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
 １．通風、排水を良好にする。  
 ２．捕殺する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．粒剤を施用する。  
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ブ ロ ッ

コリー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

苗立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．排水を良好にし、過湿にならないように注意する。 
  ２．寒冷紗で被覆し、地温の低下に努める。   
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
 ２．資材の消毒を行う。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水、通風を良好にする。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
黒斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．排水を良好にする。 
 ２．肥切れしないようにする。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除    
 １．連作を避ける。    
 ２．早まき（夏まき）の場合は密植を避ける。 
  ３．通風、排水を良好にする。 
 ４．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
 ２．発生初期に散布する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
花蕾腐敗病 
Ⅰ．薬剤によらない防除    
 １．連作を避ける。    
 ２．ほ場の排水を良好にする。 
  ３．多肥は避ける。 
 ４．石灰欠乏にならないように注意する。 
 ５．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
２．微生物農薬を利用する。 
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ブ ロ ッ

コリー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根こぶ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．アブラナ科の連作を避ける。 
  ２．抵抗性品種を利用する。 
  ３．排水を良好にする。 
  ４．消石灰を施用し、酸度矯正を図る。 
 ５．乾燥牛糞、鶏糞などの有機物を施用する。 
  ６．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ７．ポット育苗による移植栽培を行う。 
  ８．発病苗、発病株は早期に除去する。 
  ９．農機具、履物の洗浄を行う。 

10．太陽熱による土壌消毒を行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に薬剤を土壌混和する。 
 ３．セル成型・ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
根くち病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．苗床では雨除け、寒冷紗等により強い風雨を防ぐ。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
黒腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．肥切れしないようにする。 
 ２．連作を避ける。 
  ３．早まき（夏まき）の場合は密植を避ける。 
  ４．通風、排水を良好にする。 
  ５．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。 
菌核病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。   
 ２．発病株を早期に除去する。 
黒すす病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
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ブ ロ ッ

コリー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ２．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．育苗時に防虫ネットで被覆する。 

 ２．卵塊や幼虫を補殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．セル成型苗･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
 ４．フェロモン剤を利用する。 
アオムシ（モンシロチョウ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
  ３．セル成型苗･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
４．微生物農薬を利用する。 

コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．粒剤を株元散布する。 
 ２．発生初期に散布する。 
 ３．セル成型苗･ペーパーポット苗に薬剤をかん注する。 
 ４．微生物農薬を利用する。 
 ５．フェロモン剤を利用する。 
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ブ ロ ッ

コリー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タマナギンウワバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
オオタバコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗時に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
２．微生物農薬を利用する。 
３．フェロモン剤を利用する。 

ハイマダラノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．育苗中は防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ 、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．は種または定植時に粒剤を施用する。 
  ２．被害を認めた場合に施用する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
  １．育苗期は防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．定植時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
ナメクジ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．通風、排水を良好にする。                
 ２．捕殺する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．粒剤を施用する。 
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ブ ロ ッ

コリー 
 

トビイロシワアリ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．深耕により巣を破壊する。 
 ２．ほ場周辺の雑草を除去する。 

なばな 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

根こぶ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．アブラナ科の連作を避ける。 

 ２．排水を良好にする。 
 ３．消石灰を施用し、酸度矯正を図る。 
 ４．乾燥牛糞、鶏糞などの有機物を施用する。 
 ５．発病株は早期に除去する。 
  ６．抵抗性品種を利用する。 
７．農機具、履物の洗浄を行う。 

  ８．太陽熱による土壌消毒。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
 ２．は種前又は定植前に薬剤を土壌混和する。 
白斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
 ２．肥切れしないようにする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
黒腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．肥切れしないようにする。 
 ２．連作を避ける。 
  ３．通風、排水を良好にする。 
  ４．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．光反射フィルムでマルチする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
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なばな 
 

コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．防虫ネットで被覆する。 

 ２．卵塊や幼虫を補殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発芽期まで、または生育初期に粒剤を散布する。 

みずな 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
 ２．被害茎葉は早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期から薬剤散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
 ２．べた掛け資材を利用する。 
 ３．光反射フィルムのマルチや、シルバーテープを張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
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みずな  １．は種時に粒剤を施用する。 
２．発生初期に散布する。 

キスジノミハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
 ２．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する｡ 
 ２．卵塊や幼虫を補殺する。 
 ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 

こ ま つ

な 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科野菜の連作を避ける。 
  ２．抵抗性品種を利用する。 
３．被害茎葉は早期に除去する。 

Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．発生初期から薬剤散布する。 
根こぶ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．アブラナ科の連作を避ける。 
 ２．排水を良好にする。 
 ３．消石灰を施用し、酸度矯正を図る。 
 ４．乾燥牛糞、鶏糞などの有機物を施用する。 
 ５．発病株は早期に除去する。 
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こ ま つ

な 
 

  ６．農機具、履物の洗浄を行う。 
  ７．太陽熱による土壌消毒。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
 ２．は種前又は定植前に薬剤を土壌混和する。 
キスジノミハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
 ２．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時に粒剤を施用する。 
２．発生初期に散布する。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
 ２．べた掛け資材を利用する。 
 ３．光反射フィルムのマルチや、シルバーテープを張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時に粒剤を施用する。 
２．発生初期に散布する。 

ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する｡ 

２．卵塊や幼虫を補殺する。 
 ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 

ねぎ 
 
 

べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
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ねぎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ２．排水を良好にする。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除   
 １．発生初期に散布する。 
疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
黒斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．連作を避ける。  

Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．堆肥、石灰を十分に施す。 
 ２．肥切れさせない。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．ほ場の排水を良好にする。 
２．密植しない。 
３．管理作業時に作物への傷を少なくする。 
４．多肥を避ける。 

Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ネギえそ条斑病（ＩＹＳＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発病株は見つけ次第抜き取り、処分する。 
 ２．ネギアザミウマに吸汁されないように防虫ネットで被覆する。 
 ３．発病株は見つけ次第抜き取り、処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．ネギアザミウマを防除する。 
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ねぎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ネダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．石灰で土壌酸度を矯正する。 
 ２．ねぎ類、球根類以外の作物と輪作する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．は種または定植時に粒剤を施用する。 
ネギアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネット（0.4 ㎜）で被覆する。 
  ２．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．定植時に粒剤を土壌施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
ネギハモグリバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．収穫終了後、残さを持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫す

る。   
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．定植時に粒剤を土壌施用する。   
 ２．発生初期に散布する。 
ネギコガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．定植時に粒剤を土壌施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
シロイチモジヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．卵塊や若齢幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
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ねぎ   １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
 ３．フェロモン剤を利用する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。  
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 

た ま ね

ぎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
 ２．発生初期に散布する。 
白色疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
 ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
  ４．収穫は晴天の日に行い、玉を傷めないように注意する。 
 ５．吊り貯蔵は風通しの良い涼しい場所を選ぶ。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．堆肥、石灰を十分に施用する。 
２．肥切れをさせない。 
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た ま ね

ぎ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
黒斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
 ２．排水を良好にする。 
  ３．発病苗、発病株を早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
灰色腐敗病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．窒素の多用と遅効きを避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
  ３．発病株を早期に除去する。 
  ４．収穫は晴天の日に行い､よく乾燥してから貯蔵する。 
  ５．吊り場は通風を良好にする。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．定植直前に浸漬する。 
  ２．予防散布する。 
腐敗病・りん片腐敗病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．窒素の多用と遅効きを避ける。 
２．排水を良好にする。 
３．発病株を早期に除去する。 
４．収穫は晴天の日に行い、よく乾燥してから貯蔵する。 
５．吊り場は通風を良好にする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．強風雨の前後に散布する。 

乾腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
 ２．太陽熱消毒を行う。 
 ３．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．土壌消毒を行う。 
 ２．定植前に苗の根部浸漬処理を行う。 
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た ま ね

ぎ 
タネバエ、タマネギバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．未熟有機物の施用を避ける。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．は種時または定植時に粒剤を土壌施用する。 
ネギアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．被害残さを処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時または定植時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に粒剤を施用する。 

ほ う れ

んそう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
 １．排水を良くする。   
 ２．高温時は、寒冷紗で遮光する。   
 ３．雨除け栽培を行う。 
 ４．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
  ２．種子消毒を行う。 
 ３．は種時または双葉展開時に土壌かん注する。 
萎ちょう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。    
 ２．発病株を早期に除去する。 
 ３．太陽熱消毒を行う。 
 ４．耐病性品種を利用する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．抵抗性品種を利用する。 
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ほ う れ

んそう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ２．連作を避ける。 
  ３．排水を良好にする。 
 ４．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットを張る。 
 ２．べた掛け資材を利用する。 
 ３．光反射フィルムのマルチや、シルバーテープを張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する｡ 
 ２．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．施設の開口部に防虫ネットで被覆する｡ 

 ２．卵塊や幼虫を補殺する。 
 ３．黄色灯を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
シロオビノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
コナダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．前作の収穫後に蒸し込みを行い､残さを除去する｡ 
  ２．未熟な有機物（稲わら、もみがら）は施用しない。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
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ほ う れ

んそう 
ミナミキイロアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除    
 １．施設の開口部に防虫ネットを張る。 
 ２．べた掛け資材を利用する。 
 ３．光反射フィルムのマルチや、シルバーテープを張る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 

し ゅ ん

ぎく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．換気に努め､排水を良好にし､過度のかん水を避ける。 
  ２．密播、密植を避け、肥切れしないようにする。 
  ３．被害株および収穫残さは早期に除去する。 
  ４．発病ほ場での採種を避ける。  
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．予防散布する。 
炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病ほ場での採種を避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
葉枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
 ２．発病株を抜き取る。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．施設の開口部に防虫ネットで被覆する。 
 ２．べた掛け資材を利用する。 
 ３．光反射フィルムのマルチや、シルバーテープを張る。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ハモグリバエ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．発生苗は持ちこまない。 
  ２．ほ場周辺の雑草は除去する。 
  ３．施設開口部に防虫ネットを張り、成虫の侵入を防止する。 
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し ゅ ん

ぎく 
  ４．近紫外線除去フィルムを利用する。 
  ５．収穫終了後、株を持ち出す前にハウス等を密閉して高温により殺虫する。 
  ６．収穫終了後、透明フィルムで表土を覆い、施設を密閉し蒸し込む。 
Ⅱ． 薬剤による防除         
  １．定植時に粒剤を施用する（生育中は株元処理）。 
  ２．発生初期に散布する。 
ハクサイダニ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．ほ場周辺の雑草は除去する。 
  ２．多発した場合は株ごと除去する。 
  ３．収穫終了後ハウス等を密閉し蒸し込みを行い、残さを除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除  
 １．発生初期に散布する。 

だ い こ

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．アブラナ科野菜の連作を避ける。  
  ２．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ３．通風、排水を良好にし、密植を避ける。 
 ４．発病株を早期に除去する。       
Ⅱ．薬剤による防除   
  １．キスジノミハムシなどの害虫を防除する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
白さび病、わっか症 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科野菜の連作を避ける。 
  ２．被害茎葉は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．発生初期から薬剤散布する。 
モザイク病（ＴｕＭＶ、ＣＭＶ） 
●カブモザイクウイルス（ＴｕＭＶ） 
●キュウリモザイクウイルス（ＣＭＶ）    
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．夏まきを避ける。 
  ２．発病株を早期に除去する。 
  ３．寒冷紗で被覆する（アブラムシ類防除）。 
  ４．光反射フィルムでマルチする（アブラムシ類防除）。 
 ５．耐病性品種を利用する。 
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だ い こ

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．アブラムシ類の防除を行う。 
萎黄病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．抵抗性品種を利用する。 
  ３．発病株は早期に除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除           
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
  ２．光反射フィルムでマルチする。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．は種時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
キスジノミハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．太陽熱消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時に粒剤を施用する。 
 ２．成虫の発生を認めたら散布する。 
ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．幼虫の若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
 ２．卵塊や幼虫を補殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．幼虫の若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
 ３．フェロモン剤を利用する。 
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だ い こ

ん 
 

アオムシ（モンシロチョウ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時に粒剤を施用する。 
  ２．幼虫の若齢期に散布する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除                        
  １．は種時に粒剤を施用する。 
  ２．発生初期に散布する。 
 ３．微生物農薬を利用する。 
 ４．フェロモン剤を利用する。 
カブラハバチ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ハイマダラノメイガ（ダイコンシンクイムシ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除     
 １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
 ２．幼虫の捕殺に努める。   
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．は種時に粉剤または粒剤を施用する。 
 ２．被害を認めた場合に施用する。 
ネグサレセンチュウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
 ２．対抗植物を栽培する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．くん蒸で土壌消毒を行う。 
２．は種前に粒剤を土壌混和する。 
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かぶ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
 ２．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ３．肥切れしないようにする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
白さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
 ２．被害茎葉は早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発生初期から薬剤散布する。 
べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
 ２．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ３．肥切れしないようにする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．予防散布する。 
モザイク病（ＴｕＭＶ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除             
 １．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ２．発病株を早期に除去する。 
  ３．防虫ネットで被覆する。 
  ４．光反射フィルムでマルチする。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発芽初期から生育中期までのアブラムシ類防除を徹底する。 
根こぶ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
  ２．排水を良好にする。 
  ３．石灰を施用し酸度矯正を図る。 
  ４．乾燥牛糞、鶏糞などの有機物を施用する。 
  ５．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ６．発病株は早期に除去する。 
  ７．農機具、履物の洗浄を行う。 
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かぶ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ８．太陽熱による土壌消毒を行う。 
  ９．耐病性品種を使用する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
  ２．は種前に粉剤を施用する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
  ２．夏まきの場合、早まきを避ける。 
  ３．通風、排水を良好にし、密植を避ける。 
  ４．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．銅剤を予防散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
根くびれ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．アブラナ科の連作を避ける。 
  ２．高温期のは種を避ける。 
  ３．排水を良好にし、高うね栽培する。 
  ４．石灰の多用を避ける。 
  ５．発病株は、早期に除去する。 
 ６．農機具、履物の洗浄を行う。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除  
 １．は種時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
キスジノミハムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．太陽熱消毒を行う。 
  ２．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．は種時に粒剤を施用する。 
 ２．成虫の発生を認めたら散布する。 
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かぶ ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．幼虫の若齢期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
アオムシ（モンシロチョウ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除  
 １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ハイマダラノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
カブラハバチ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
コナガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
 ３．フェロモン剤を利用する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
１．被害を認めた場合に粒剤を施用する。 
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に ん じ

ん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒葉枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．肥切れしないようにする。 
  ２．収穫時に発病葉をほ場から持ち出す。 
 ３．無病種子を使用する。    
Ⅱ． 薬剤による防除  
 １．発生初期に散布する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．連作を避ける。 
 ２．排水を良好にする。 
 ３．発病株を早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除  
 １．予防散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
斑点病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．肥切れしないようにする。 
  ２．収穫時に発病葉をほ場から持ち出す。 
 ３．無病種子を使用する。    
Ⅱ． 薬剤による防除   
 １．発生初期に散布する。 
キアゲハ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．幼虫の発生初期に散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除           
  １．生育初期に防虫ネットで被覆する。 
  ２．光反射フィルムでマルチする。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．幼虫の捕殺に努める。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
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に ん じ

ん 
 １．は種前に粒剤を施用する。 
 ２．被害を認めた場合に粒剤を施用する。 
ネコブセンチュウ類、ネグサレセンチュウ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
 ２．対抗植物を栽培する。 
 ３．太陽熱利用よる土壌消毒を行う。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．土壌消毒を行う。 
２．は種前に粒剤を土壌混和する。 

ば れ い

しょ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除  
  １．連作を避ける。 
 ２．無病種いもを使用する。 
  ３．土寄せして地中のいもを保護する。 
  ４．排水を良好にする。 
  ５．収穫は晴天の日を選ぶ。 
  ６．窒素肥料を抑えて過繁茂を防ぐ。 
 ７．よく乾燥させた後に貯蔵する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．予防散布を行う。 
  ２．発病初期に散布する。 
夏疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．窒素肥料を抑えて過繁茂を防ぐ。 
  ３．適度にかん水する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．予防散布を行う。 
  ２．発病初期に散布する。 
そうか病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．健全な種いもを利用する。 
  ３．土壌 pH を低く保つ。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．種いもを消毒する。 
  ２．薬剤を土壌混和する。 
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ば れ い

しょ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒あざ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．健全な種いもを利用する。 
  ３．石灰等を施用して土壌 pH を矯正する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
 １．種いもを消毒する。 
軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．連作を避ける。 
  ２．排水のよいほ場を選ぶ。 
  ３．窒素肥料を抑えて過繁茂を防ぐ。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．発病初期に散布する。 
 ２．微生物農薬を利用する。 
ウイルス病（ＰＶＸ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １．無病種いもを使用する。 
 ２．掘り残したいもは早めに除去する。 
Ⅱ． 薬剤による防除 
  １．アブラムシ類の防除を行う。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．光反射フィルムでマルチする。 
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．植付時に粒剤を施用する。 
 ２．発生初期に散布する。 
テントウムシダマシ類（ニジュウヤホシテントウ、オオニジュウヤホシテント

ウ） 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．発生初期より散布する。 
ハスモンヨトウ、ヨトウムシ（ヨトウガ） 
Ⅰ．薬剤による防除 
  １．若齢期に散布する。 
２．微生物農薬を利用する。 
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さ と い

も 
 

黒斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除                               
１．連作しない。                             
２．種いもは無病株からとる。              

Ⅱ．薬剤による防除                               
  １．植付前に種いもを消毒する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．光反射フィルムでマルチする。 
Ⅱ．薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。 
  ２．夏期高温時の散布は薬害の恐れがあるので注意する。 
ハスモンヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．卵塊や幼虫を補殺する。    
Ⅱ．薬剤による防除 
 １．若齢期に散布する。 
 ２．夏期高温時の散布は薬害の恐れがあるので注意する。 
 ３．フェロモン剤を利用する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．発生初期に散布する。 
セスジスズメ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼虫を捕殺する。 

ス イ ー

ト コ ー

ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アワノメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
 ２．黄色灯を設置する。 
  ３．交配後、雄穂を早めに摘除する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．発生初期、雄花が出揃う頃に雄花および稈の上部に薬剤を散布する。 
  ２．雌花には早めから薬剤散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
  １．発生初期に散布する。 
Ⅱ．その他 
  １．生育後期の高温乾燥時に発生が多い。 

- 93 -



ス イ ー

ト コ ー

ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アワヨトウ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットで被覆する。 
  ２．幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除   
  １．発生初期に散布する。 
ネキリムシ類（カブラヤガ、タマナヤガ） 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．幼虫を捕殺する。 
  ２．ポット育苗する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １．出芽時に粒剤を施用する。 

ぶどう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒とう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果は処分する。 
２．袋掛けをする。 
３．せん定枝、枯れ枝、巻きひげを処分する。 
４．ハウスまたは雨除け栽培にする。 
５．通風、採光を図る。  

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．発芽直後に散布する。 
２．新梢伸長期から袋掛け後まで散布する。  

べと病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。 
 ２．発病果は処分する。 
 ３．ハウスまたは雨除け栽培にする。 
 ４．通風、採光を図る。 
 ５．敷わらを励行する。 
 ６．窒素質肥料の過用および遅効きを避ける。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月から散布する。 
２．袋掛け後､収穫後に散布する。 

灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病果は処分する。 
２．通風、採光を図る。 
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ぶどう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．落花後の花冠を取り除く  
 Ⅱ．薬剤による防除 

１．開花直前または落花直後に散布する。 
２．微生物資材を利用する。 

うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病葉および発病果は処分する。 
 ２．通風、採光を図る。  

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花後から７月上旬までに散布する。 

晩腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病果は処分する。 
２．薬剤散布後すみやかに、袋掛け、傘掛けをする。 
３．せん定枝、枯れ枝、巻きひげを処分する。 
４．ハウスまたは雨除け栽培にする。 
５．通風、採光を図る。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．萌芽前に塗布する。 
２．発芽直後に散布する。 
３．新梢伸長期から袋掛け後まで散布する。 

さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。  

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生前（６月頃）から散布する。 

褐斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉、巻きひげを処分する。 
２．粗皮を削り、処分する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月上旬以降に散布する。 

苦腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果は処分する。 
２．せん定枝、枯れ枝、巻きひげを処分する。 
３．ハウスまたは雨除け栽培にする。  
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ぶどう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．落弁期～小豆粒大期に散布する。 

白腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果は処分する。 
２．せん定枝、枯れ枝、巻きひげを処分する。 
３．ハウスまたは雨除け栽培にする。  

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花期～幼果期に散布する。 

白紋羽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．新植にあたっては、健全な苗木を植える。 
２．開園・改植にあたっては、抜根を十分に行う。      
３．発病樹は結果量を少なくするとともに､完熟堆肥を施用して樹勢の回復

に努める。  
 Ⅱ．薬剤による防除 

１．桑園跡等は土壌消毒後植え付ける。 
２．発病樹は落葉後、樹幹部周辺の土壌を掘り上げて病根を除去し、土壌混

和またはかん注する。 
ブドウトラカミキリ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果は処分する。 
２．せん定枝、枯れ枝、巻きひげを処分する。 
３．ハウスまたは雨除け栽培にする。  

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花期～幼果期に散布する。 

ブドウスカシバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．せん定時に被害枝を処分する。 
２．葉柄に侵入した幼虫を葉柄ごと摘み取り処分する。 
３．新梢に食入したものは安全カミソリなどで縦に切り裂き、幼虫を殺して

からテープでしばっておく。 
４．ほ場周辺のエビヅル、ノブドウ等は処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．成虫の発生期（５月中旬～６月中旬）に散布する。 
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ぶどう 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カメムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネット（４ｍｍ以下）を設置する。 
２．黄色灯を利用する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．園内で発生を確認したら早朝か夕方に散布する。 

チャノキイロアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．草刈りを励行する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花前から落花後１か月の間に散布する。 

フタテンヒメヨコバイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．草刈りを励行する。 
 ２．芽かきや誘引を行い、棚下への採光と通風を図る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月（越冬世代成虫）と、６～７月（第１世代幼虫）に散布する。 

カスミカメムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．草刈りを励行する。特に、オオマツヨイグサ、アレチノギク、ヨモギな

どに成虫が寄生するので除去する。 
ハマキムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．４～７月に散布する。 
２．BT 剤を利用する。 
３．フェロモン剤を利用する。 

コガネムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗成虫の活動が鈍い早朝に棚をゆすり、落下した成虫を捕殺する。 
２．園周辺に堆肥を置かない。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１． 成虫の飛来や葉の食害を認めたら散布する。通常、飛来が多いのは７

月上旬～８月中旬である。 
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ぶどう クワコナカイガラムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
２．粗皮を削り、処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
２．４月下旬～７月上旬に散布する。 
３．発芽期に主幹に塗布する。 

コウモリガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．株元の草刈りを励行する。 
２．幼虫を刺殺する。 

ヤガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットを設置する。 
２．黄色灯を利用する。 
３．糖蜜を利用して誘殺する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
３．草刈りを励行する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
２．６月中旬（落花期）以降に散布する。 
３．天敵資材を利用する。 

ブドウトリバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ほ場周辺のエビヅル、ノブドウ等を処分する。 
２．被害果を処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月上旬、中旬に散布する。 

なし 
 
 
 
 

黒星病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。 
２．発病芽は、基部から切除し、処分する。 
３、発病葉、発病果を処分する。 
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なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．３月末～４月上旬（発芽前）に散布する。 
２．重点防除期である開花直前、満開７～10 日後、梅雨時期（７月上旬）に

散布する。 
３．10 月下旬～11 月上旬（秋季）に散布する。発生が多い園は２～３回散

布する。 
４．銅剤は収穫後、発芽前に散布する。 
５．その他の防除時期は５月上旬・下旬、６月上旬・下旬、７月中旬である。 

黒斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．抵抗性品種の導入を図る。 
２．落葉は処分する。 
３．発病枝、発病芽を処分する。 
４．窒素質肥料の遅効きと過用を避ける。 
５．発病果を処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．発芽前に散布する。 
２．５月の小袋掛け前と梅雨時期は重点防除期にあたる。 
３．病患部を削り取り、せん定枝除去後に塗布剤を利用する。 

赤星病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．ほ場周辺（２ｋｍ以内）のビャクシン類（中間宿主）を伐採する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．ビャクシン類を伐採出来ない場合は、なしの開花前に、ビャクシン類を

防除する。 
２．４～５月中旬に散布する。 

うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。 
２．通風、採光を図る。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生初期の５月下旬と梅雨明け時期に防除する。 

胴枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．樹勢を旺盛に保つ。 
２．排水に注意し過湿にならないようにする。 
３．発病枝を処分する。 
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なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．病患部を削り取り、塗布する。 
２．せん定切り口や害虫食害痕に塗布剤を塗る。 

輪紋病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病果は処分する。 
２．発病枝は処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．病患部を削り取り､塗布する。 
２．６月上旬～８月上旬に散布する。 

白紋羽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．新植にあたっては、健全な苗木を植える。 
２．開園、改植にあたっては、抜根を十分に行う。 
３．発病樹は結果量を少なくするとともに、完熟堆肥を施用して樹勢の回復

に努める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．桑園跡等は土壌消毒後植え付ける。 
２．苗木の植え付けにあたっては根部を浸漬する。 
３．発病樹は落葉後、樹幹部周辺の土壌を掘り上げて病根を除去し、土壌混

和またはかん注する。 
ナシヒメシンクイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り処分する。 
２．被害枝を処分する。 
３．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
４、被害果は処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月下旬、６月中旬、７月中旬、８月中旬、９月中旬に防除する。 
２．フェロモン剤を利用する。 

シンクイムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害芽、被害果は処分する。 
２．秋冬期に土壌耕耘する（モモシンクイガ）。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月上中旬～７月上旬、８月上旬に散布する。 
２．フェロモン剤を利用する。 
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なし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カメムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネット（４ｍｍ以下）を設置する。 
２．黄色灯を利用する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．園内で発生を確認したら早朝か夕方に散布する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
３．草刈りを励行する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。     
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
３．６月上旬（初発期）、７月下旬～８月に散布する。 
４．天敵資材を利用する。 

ニセナシサビダニ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。     
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 

３．５月上旬と下旬に散布する。 
アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
１．新梢先端にコロニーが確認されたら、直ちに散布する（初期の発生に注

意）。 
ハマキムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月上旬、５月下旬、７月上旬、８月中旬に散布する。 
２．BT 剤を利用する。 
３．フェロモン剤を利用する。 
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なし ナシホソガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害枝を処分または剥皮する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．７月中旬および９月上旬に散布する。 

ナシチビガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．冬期に残袋、結び縄等を処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月上旬に防除する。 

カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２、８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。 
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
３．５月上旬～中旬、７月上旬～中旬に防除する。 

ヤガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットを設置する。 
２．黄色灯を利用する。 
３．糖蜜を利用して誘殺する。 

もも 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒星病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝を処分する。 
２．袋掛けをする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
２．４月上旬～７月上旬に防除する。 

せん孔細菌病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝を処分する。 
２．防風林、防風垣を設置する。 
３．袋掛けを早めに行う。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花直前、葉・果実の生育初期から中期、収穫後～落葉初期に防除する。 
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もも 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

灰星病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果、花腐れは処分する。 
２．傷跡から病菌が侵入しやすいので、選果、輸送中に打撲や圧傷を与えな

い。また、選果場を清潔に保つ。 
３．袋掛けをする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花期、梅雨時期に防除する。 

縮葉病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病葉を摘み取り、処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．発芽前または開花直前に散布する。 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病果、発病葉は処分する。 
２．発病枝は６～７月頃までに処分する。 
３．窒素質肥料の過用を避ける。 
４、袋掛けをする。発病葉を摘み取り、処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．落花後から梅雨時期にかけて散布する。 

白紋羽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．新植にあたっては、健全な苗木を植える。 
２．開園、改植にあたっては、抜根を十分に行う。   
３．発病樹は結果量を少なくするとともに、完熟堆肥を施用して樹勢の回復

に努める。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．桑園跡等は土壌消毒後植え付ける。 
２．苗木の植え付けにあたっては根部を浸漬する。 
３．発病樹は落葉後、樹幹部周辺の土壌を掘り上げて病根を除去し、土壌混

和またはかん注する。 
ナシヒメシンクイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害果は処分する。 
２．袋掛けをする。 
３．粗皮を削り、処分する。 
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もも 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
５．新梢の芯折れは樹脂が見られる前に切除し、中の幼虫を捕殺する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月下旬、６月中旬、７月中旬、８月中旬、９月中旬に防除する。 
２．フェロモン剤を利用する。 

モモシンクイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．袋掛けをする。   
２．被害果は処分する。 
３．秋冬期に土壌耕耘する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．７月上旬～８月上旬に散布する。 
２．フェロモン剤を利用する。 

モモノゴマダラメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．袋掛けをする。 
２．被害果は処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月下旬～６月上旬、７月下旬～８月上旬に散布する。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
１．新梢先端にコロニーが確認されたら、直ちに散布する（初期の発生に注

意）。 
モモハモグリガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉を処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．７月中旬以降で発生が多い場合は追加散布する。 
２．フェロモン剤を利用する。 

コスカシバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．虫糞排出部を削って幼虫を捕殺するか、上から木槌等で叩きつぶす。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．収穫後から開花期に樹幹に散布する。 
２．フェロモン剤を利用する。 
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もも 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カメムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネット（４ｍｍ以下）を設置する。 
２．黄色灯を利用する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．園内で発生を確認したら早朝か夕方に散布する。 

カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
２．発生が著しいところは、ブラシ等で擦りとる。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。 
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
３．５月中旬～下旬（重点防除期）、７月下旬、９月上旬に散布する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
２．草刈りを励行する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。 
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
３．７月中旬以降に散布する 
４．天敵資材を利用する。 

モモチョッキリゾウムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．袋掛けをする（被害が多い園は早めに行う）。 
２．４月下旬～５月に成虫を捕殺する。 
３．被害果を処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．幼果期に散布する。 

ヤガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．防虫ネットを設置する。 
２．黄色灯を利用する。 
３．糖蜜を利用して誘殺する。 

ハマキムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
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もも Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月上旬、５月下旬、７月上旬、８月中旬に散布する。 
２．BT 剤を利用する。 
３．フェロモン剤を利用する。 

かき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果は処分する。 
２．窒素質肥料の過用を避ける｡ 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月中旬～９月に散布する。 

落葉病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。 
２．樹勢が落ちると発病しやすい。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月下旬～７月上旬、８月下旬～９月上旬に散布する｡ 

うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。 
２．通風、採光を図る。 
３．窒素肥料の過用を避ける 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
２．６月上旬および９月上旬に散布する。 

カキノヒメヨコバイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．園地周辺のサツキ、ツツジ等の庭木に注意する｡ 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月下旬～５月上旬に散布する。 

カキノヘタムシガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
２．粗皮を削り、処分する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月上旬～中旬（第１世代幼虫、「富有」の防除適期は満開 10 日後）、

７月下旬～８月上旬（第２世代幼虫）に散布する。 
２．BT 剤を利用する。 
３．フェロモン剤を利用する。 
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かき 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カメムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．黄色灯を利用する｡ 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．園内で発生を確認したら早朝か夕方に散布する。 

チャノキイロアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．草刈りを励行する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花期～７月中旬に散布する。 

カキクダアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．被害葉は見つけ次第処分する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月下旬～５月中旬、６月中旬（開花後）に散布する。 

マイマイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．４月中下旬頃、葉に群生している若齢幼虫の捕殺を行う。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月上旬～６月中旬に散布する。 

イラガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．葉に群生している若齢幼虫を捕殺する。 
２．せん定時に越冬繭を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．７月下旬～９月上旬に散布する。 
２．BT 剤を利用する。 

カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．粗皮を削り、処分する。 
２．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
３．過繁茂の園は夏期剪定を励行する。 
４．発生が著しいところは、ブラシ等で擦りとる。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。     

- 107 -



かき ２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
３．発芽前から発芽期に主幹に塗布する。 
４．４月下旬～５月上旬、６月下旬に散布する。 

ツノロウムシ、カメノコロウムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．成虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．９月頃に散布する。 

ヒメコスカシバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．枝の基部や分岐部の粗皮を削り、処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．発芽前に枝幹の分岐部に散布する。 

 ２．フェロモン剤を利用する。 
フタモンマダラメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．枝の基部や分岐部の粗皮を削り、処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．発芽前に枝幹の分岐部に散布する。 

キクイムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．衰弱樹に食入するので健全な木に育てる。 
２．凍寒害を防止する。 
３．被害樹を伐採して、処分する。 

くり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

胴枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．衰弱樹に食入するので健全な木に育てる。 
２．凍寒害を防止する。 
３．被害樹を伐採して、処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．病患部を削り取り、塗布する。 
２．せん定切口に塗布剤を塗る。 
３．主幹害虫の防除に努める。 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．通風、採光を図る。 
Ⅱ．薬剤による防除 

- 108 -



くり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．７月下旬～８月中旬に散布する。（早生種は８月上中旬、中晩生種は８

月中下旬） 
モモノゴマダラメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害球果を処分する。 
２．８月下旬～９月にバンド誘殺を実施する。（冬に除去） 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．７月下旬～９月に散布する （早生種で７月下旬、中生種では８月中旬、

晩生種では９月上旬が最も重要な時期）。 
クリタマバチ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．抵抗性品種を植栽する。 
２．肥培管理と更新せん定により樹勢を強く保つ。 
３．虫えいのあるせん定枝は、天敵の寄生蜂が羽化する４月末まで集めて園

内に残し、その後処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月上旬（発芽前）に散布する。 
２．６月中旬～７月中旬（成虫脱出直前）に散布する。 

カミキリムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．７月上旬～下旬に産卵痕を上から木槌等で叩きつぶす。 
２．成虫を捕殺する。 
３．被害穴を見つけたら幼虫を刺殺する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．裂開前までに、樹幹部に散布する。 
２．微生物製剤を利用する。 

キクイムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．衰弱樹に食入するので健全な木に育てる。 
２．凍寒害を防止する。 
３．被害樹を伐採して、処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．３～５月に樹幹部に塗布または散布する。 

ネスジキノカワガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．白色紡錘形のまゆに細い木片を付着させて樹肌の間隙や被害毬で越冬す

るので、まゆを冬の間に集めて処分する。 
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くり ２．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月中旬頃、８月上旬頃に散布する。 

クリシギゾウムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．秋冬期に土壌耕耘をする。 
２．収穫時期に果実を園内に放置せず、速やかに集めて被害果を処分する。

土の上に放置すると幼虫は脱出して土の中に入り越冬し、２～３年後の

発生源となる。 
３．収穫後、温湯消毒（50℃、30 分）が利用できる。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．８月下旬～９月上旬（産卵開始前）に散布する。 

クリイガアブラムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害球果を処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月下旬（毬果着生後）に散布する。 

クリオオアブラムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．樹肌で越冬する卵塊をブラシ等で擦りとる。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月に散布する。 

い ち じ

く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疫病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．密植を避け、通風を良くする。 
２．敷わらまたはマルチを行う。 
３．発病果は処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月中旬～７月中旬、８月下旬～９月上旬に散布する。 

黒かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病果、過熟果は処分する。 
２．収穫果はよく選別し、発病果が混ざらないようにする。 
３．ハウス栽培での密閉状態は発病を助長するので、通風を良くする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．収穫期の長雨や台風後は多発するので散布する。 
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い ち じ

く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酵母腐敗病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病果、過熟果は処分する。 
さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．落葉は処分する。 
２．通風、採光を図る。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．８月下旬以降に散布する。 

株枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．抵抗性台木を利用する。 
２．挿し穂の採取と苗木の育成は未発病地で行う。 
３．敷わらまたはマルチを行う。 
４．発病株は早期に処分する。 
５．発病したほ場では、畦間かん水を避ける 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．定植時及び５～10 月にかん注する。 

カミキリムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．成虫を捕殺する。 
２．被害穴を見つけたら幼虫を刺殺する。  
３．被害枝を処分する。  
４．産卵痕の上部を木づちなどでたたく（７月上旬～下旬）。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．４～７月に株元から結果母枝まで塗布する。 
２．６～７月（産卵期から幼虫食入初期）に樹幹に散布する。 
３．食入孔に噴射する（クワカミキリ）。 
４．微生物製剤を利用する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．草刈りを励行する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。    
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 
３．７月中旬以降に散布する。 
４．天敵資材を利用する。 
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い ち じ

く 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．草刈りを励行する。 
 ２. 光反射フィルムでマルチする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月上旬以降に散布する。 

ショウジョウバエ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．過熟果を処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生が多い場合は薬剤散布を行う。 

イチジクヒトリモドキ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．若齢～中齢幼虫が群生している葉を除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生初期に散布する。 

カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発生が著しいところはブラシ等で擦りとる。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．マシン油乳剤は、冬期に散布する。    
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 

ネコブセンチュウ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．抵抗性台木を利用する。 
２．堆肥などの有機質肥料を施用する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月中旬に樹幹下に処理する。 

ブ ル ー

ベリー 
 
 
 
 
 
 
 

灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．花かすや被害花穂はつみ取り処分する。 
２．落葉は処分する。 
３．密植を避けて通風を良くする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．開花期に散布する。 

斑点病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．被害枝、被害葉は処分する。 
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ブ ル ー

ベリー 
２．密植を避けて通風を良くする。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．梅雨入り前に散布する。 
２．収穫終了後に散布し越冬密度を下げる。 

コガネムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発生を認めたら捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．５月～６月に幼虫を対象に株元散布または土壌混和する。 
２．BT 剤を利用する（ヒメコガネ幼虫）。 

イラガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．若齢幼虫が群生している葉を除去する。 
２．せん定時に越冬繭を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．６月以降に散布する。 
２．BT 剤を利用する。 

ショウジョウバエ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．過熟果を処分する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．発生が多い場合は薬剤散布を行う。 

フタモンマダラメイガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．虫糞が排出されている部位の粗皮を削り、樹皮下に生息している幼虫お

よび蛹を捕殺する。 
うめ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒星病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝や発病果を処分する。 
２．排水、通風、採光を図る。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月上旬（展葉期）と４月下旬に散布する。 
 
 

かいよう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．発病枝、発病果を処分する。 
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うめ ２．防風林、防風垣を設置する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．休眠期～葉芽発芽前に散布する。 
２．展葉初期～５月に散布する。 
３．多発園では収穫後と９月～10 月にも散布する。 

オビカレハ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．卵塊および群生している若齢幼虫を捕殺する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．４月上中旬に、群生している若齢幼虫の発生を認めたら散布する。 

コスカシバ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．虫糞排出部を削って幼虫を捕殺するか、上から木槌等で叩きつぶす。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．落葉後から萌芽前に枝幹散布する。 
２．フェロモン剤を利用する。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤による防除 
 １．新梢先端にコロニーが確認されたら、直ちに散布する（初期の発生に注

意）。 
カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．８月下旬～９月にバンド誘殺する（冬に除去）。 
２．発生が著しいところはブラシ等で擦りとる。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．幼虫発生最盛期（初発から７～10 日後）に散布する。 
２．石灰硫黄合剤は、発芽前に散布する。 

茶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素肥料の多施用を避ける。 
 ２．二番茶後の浅刈りにより、病葉の除去とともに三番茶芽の萌芽を遅らせ

る。 
 ３．常発地域では、新植又は改植する場合には、抵抗性が高い品種を使用す

る。 
 Ⅱ．薬剤による防除 

１．二番茶芽、三番茶芽の開葉初期に各々1～2 回防除する 
２．新芽の生育期に降雨が続くと発生が多くなる。多発生が予想されるとき
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茶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は、萌芽～1 葉開葉期と 2～3 葉開葉期に防除する。 
３．DMI 殺菌剤は感染から約 13 日後までの散布で治療効果が認められてい

る。 
輪斑病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素肥料の多施用を避ける。 
 ２．常発地域では、新植又は改植する場合には、抵抗性が高い品種を使用す

る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．夏整枝、二番茶後のせん枝直後に防除する｡ 

赤焼病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素肥料の多施用を避ける。 
 ２．幼木園では、防風ネットにより強風から茶樹を保護する｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．春整枝、秋整枝の直後、あるいは強風等で茶樹に損傷を生じた場合に防

除する。 
２．マシン油乳剤の散布（カンザワハダニ・チャトゲコナジラミ防除）は赤

焼病の発生を助長するため、常発茶園ではマシン油乳剤散布の３～７日

前に予め銅水和剤を散布する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
Ⅱ．薬剤による防除 
１．カンザワハダニは葉裏に寄生するため、薬液が葉裏および裾部に十分付

着するよう、丁寧に散布する。 
２．薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異

なる系統の薬剤によるローテーション散布を行う。 
ハマキムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１．二番茶後の浅刈りにより､産卵場所である古葉を減らし、産卵を抑制す

る｡ 
２．交信攪乱剤を利用する場合、越冬世代成虫の発生前に設置する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１．フェロモントラップによる前世代の成虫誘殺状況の把握、発生予察情報、

園地の見回り等を参考に、昆虫成長制御剤やジアミド系剤は、誘殺最盛

日～その１週間後まで、その他の薬剤では誘殺最盛日の７～10 日後に

防除する。 
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茶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異

なる系統の薬剤によるローテーション散布を行う。 
３．ウイルス製剤等を利用する。 

チャノホソガ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．整枝により二番茶の萌芽を遅らせ、成虫発生期に新芽のない状態にする。 
２．黄色灯を利用する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．新葉の裏側をよく観察し、水滴状の卵等を確認してから、三角巻葉前の

卵～潜葉初期に防除する。 
２．昆虫成長制御剤は卵の時期に、他の薬剤は幼虫潜葉初期に使用する。 
３．BT 剤等を活用する。 

チャノミドリヒメヨコバイ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．寄主植物が多く雑草等で繁殖することから、園地内やその周辺の下草お

よび雑草の管理を行う。 
 Ⅱ．薬剤による防除 

１．成虫、幼虫を対象に、二番茶芽、三番茶芽の萌芽期から開葉期にかけて

防除を行う。 
２．薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異

なる系統の薬剤によるローテーション散布を行う。 
３．近年、夏季が高温、少雨傾向で多発しやすい条件にあるため、二番茶以

降の防除は徹底して行う。 
チャノキイロアザミウマ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．寄主植物が多く雑草等で繁殖することから、園地内やその周辺の下草お

よび雑草の管理を行う。 
 Ⅱ．薬剤による防除 

１．成虫、幼虫を対象に、二番茶芽、三番茶芽の萌芽期から開葉期にかけて

防除を行う。 
２．薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異

なる系統の薬剤によるローテーション散布を行う。 
３．近年、夏季が高温、少雨傾向で多発しやすい条件にあるため、二番茶以

降の防除は徹底して行う。 
クワシロカイガラムシ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．窒素肥料の多施用を避ける。  
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茶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．幼虫のふ化～定着期に防除する。年３回発生する地域（甲賀市水口町等）

では、５・７・９月各下旬頃、他の地域では６月上旬、８月上･中旬頃に

幼虫がふ化する。  
２．雄繭が白く見える頃には、既に防除適期を過ぎているので、早期発見に

努める。 
３．薬剤散布を行う場合には、幼虫のふ化を確認した後、薬液が樹冠下の枝

条に十分付着するよう、丁寧に散布する。 
４．世代が進むに従い、ふ化幼虫発生期間が長くなり防除が困難になるため

第１世代幼虫の防除を徹底する。 
５．甚発生の場合は中切り更新後に防除を行う。 

ツマグロアオカスミカメ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．園地内やその周辺の下草および雑草の管理を行う。特にオオマツヨイグ

サ、アレチノギク、ヨモギ、ギシギシなどに成虫が寄生するので除去す

る。 
 Ⅱ．薬剤による防除 

１．一番茶への被害が大きいが、ほ場によって二番茶にも発生するので注意

する。 
２．萌芽期から新芽生育期にかけて防除する。  

ヨモギエダシャク 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．産卵場所となりやすい茶園周辺の樹木を伐採する。 

 Ⅱ．薬剤による防除 
１．若齢幼虫の新芽の加害（特に三番茶芽）に注意して早期発見に努め、若

齢幼虫のうちに防除する。 
２．健全な越冬葉を多く確保するため、８月以降の防除に重点を置く。 
３．BT 剤を利用する。 

ナガチャコガネ 
Ⅰ．薬剤による防除 
１．10 月下旬～11 月中旬、幼虫が地表近く（20cm までの深さ）に上がって

きた時に薬剤を土壌かん注する。 
２．被害茶園では、一番茶芽の生育が著しく劣る症状が見られるが、二番茶

以降は被害が目立たなくなるため、一番茶の時期に被害か所にポール等

で目印をつけておく。 
３．土壌かん注は、茶園全体を対象とするのではなく、被害の出た場所とそ

の周辺部のうね間から株元にかけて薬剤を処理する。  
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茶 チャトゲコナジラミ 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １．すそ刈りにより、茶葉とともに卵や幼虫を除去する。  
Ⅱ．薬剤による防除 

１．成虫発生最盛期後の次世代若齢幼虫期に防除を行う。防除適期の目安は

成虫の発生がみられなくなったときである。  
２．すそ葉の裏まで薬剤がかかるよう、ていねいに散布する。 
３．必要に応じて、冬季に気門封鎖剤（マシン油乳剤など）を散布する。マ

シン油乳剤の散布は赤焼病の発生を助長する場合があることに留意す

る。 
きく 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白さび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.発病している親株とその周辺株から採穂しない。 
２.発病している苗を使用しない。 
３.枝葉が繁茂してきたら枝を整理して日当たりと風通しを良くする。 
４.発病葉を早期に除去し、ほ場外で適切に処分する。 
５.窒素過多にしない。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生前から予防散布する。 

２.薬剤耐性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 
アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場や施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡赤色

ネットを使用すると侵入防止効果が高まる。 
３.捕捉粘着板や粘着テープを設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期から散布する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場や施設内外の雑草（特にカタバミ）を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場や施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
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きく ２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡ 
３.捕捉粘着板や粘着テープを設置する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 

ヨトウムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設の開口部に防虫ネットを張り、成虫の飛来および産卵を防ぐ。 
２.葉に産み付けられた卵を取り除く。 
３.幼虫の捕殺に努める。 
４.黄色蛍光灯を設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.フェロモン剤を利用する。 

ばら 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うどんこ病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.枝葉が繁茂してきたら枝を整理して日当たりと風通しを良くする。 
２.窒素過多にしない。 
３.発病葉、発病枝を早期に除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.早期発見に努め、発生しやすい環境条件（気温 18～25℃） になったら

発生初期に薬剤散布等を実施する。 
２.病斑の出た葉の表面を十分な薬液量で洗い流すように散布する。 
ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設内外の雑草（特にカタバミ）を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡ 
３.捕捉粘着板や粘着テープを設置する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 
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ばら アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡赤色

ネットを使用すると侵入防止効果が高まる。 
３.捕捉粘着板や粘着テープを設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期から散布する。 

タバコガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設の開口部に防虫ネットを張り、成虫の飛来および産卵を防ぐ。 
２.花蕾や新葉に産み付けられた卵を取り除く。 
３.幼虫の捕殺に努める。 
４.黄色蛍光灯を設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.フェロモン剤を利用する。 

カ ー ネ

ー シ ョ

ン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

萎ちょう病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.無病苗を使用する。 
２.ベンチ栽培（隔離床）にする。 
３.植付前に土壌の蒸気消毒を行う。 
４.適正な水、施肥管理で根の健全化を図る。 
５.排水を良くする。 
６.発病株を除去する。 
７.抵抗性品種を利用する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.植付前に土壌消毒を行う。 
２.ネットやかん水などの資材を消毒する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設内外の雑草（特にカタバミ）を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
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カ ー ネ

ー シ ョ

ン 
 

２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡赤色

ネットを使用すると侵入防止効果が高まる。 
３.捕捉粘着板や粘着テープを設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
1.発生初期から散布する。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡ 
３.捕捉粘着板や粘着テープを設置する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 

タバコガ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設の開口部に防虫ネットを張り、成虫の飛来および産卵を防ぐ。 
２.花蕾や新葉に産み付けられた卵を取り除く。 
３.幼虫の捕殺に努める。 
４.黄色蛍光灯を設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.フェロモン剤を利用する。 

り ん ど

う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

葉枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.発病株を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生しやすい環境条件（気温 20℃前後）になったら予防散布する。 
２.薬剤耐性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

立枯病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.植替時は、同一ほ場での連作を避ける。 
２.発病株は、周辺土壌と共に取り除く。 
３.太陽熱による土壌消毒を行う。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生株の周辺に土壌かん注する。 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場内外の雑草や残さを除去する｡ 
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り ん ど

う 
 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 

アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場内外の雑草や残さを除去する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 

洋ラン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

軟腐病 
Ⅰ．薬剤によらない防除   
１.高温多湿時に発生しやすいため、栽植密度を広くして通風を良くする。 
２.菌は傷口より侵入して増殖するため、植物体を傷つけない。 
３.発病部位を早期に除去し処分する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１. 鉢や箱等の資材を消毒する。 

灰色かび病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
  １.換気不良や多湿条件で発病しやすいため換気に努め、施設内の多湿を避

ける。 
 ２.開花した花ガラは放置せず取り除く。 
  ３.発病花や発病枝は早期に除去する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期から散布する。 
２.薬剤耐性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

炭疽病 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.発病葉や発病株を除去する。 
２.排水を良好にする。 
３.結露や多湿条件で発生しやすいため、栽植密度を広くして風通しをよく

する。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生前から予防散布する。 
 

カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.虫が付着した株を持ち込まない。 
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洋ラン ２.付着した虫をピンセットやブラシで取る。 
Ⅱ．薬剤による防除 
１.虫体は殻や蝋状物質で覆われているため、１週間おきに数回、連続散布す

る。 
観 葉 植

物 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コナジラミ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １.施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
 ２.施設の開口部に防虫ネットを張り、成虫の侵入を防ぐ。 
 ３.捕捉粘着板や粘着テープ（黄色）を設置する｡ 
Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.薬剤耐性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

カイガラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.虫の付着した株を持ち込まない。 
２.付着した虫をピンセットやブラシで取る。 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.虫体は殻や蝋状物質で覆われているため、１週間おきに数回、連続散布す

る。 
１ 年 草

花き類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アブラムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場や施設内外の雑草や残さを除去する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 

アザミウマ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場や施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
２.施設内への侵入を防止するため、施設の開口部に防虫ネットを張る｡赤色

ネットを使用すると侵入防止効果が高まる。 
３.施設では捕捉粘着板や粘着テープを設置する｡ 

 
Ⅱ．薬剤による防除 
１.粒剤を株元散布する。 
２.発生初期から散布する。 

ハダニ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.ほ場や施設内外の雑草（特にカタバミ）を除去する。 

Ⅱ．薬剤による防除 
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１ 年 草

花き類 
１.発生初期に散布する。 
２.薬剤抵抗性が発達しやすいため、同一グループ薬剤の連用を避ける。 

ハモグリバエ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
 １.ほ場や施設内外の雑草や残さを除去する｡ 
 ２.施設では開口部に防虫ネットを張り、成虫の侵入を防ぐ。 
 ３.ビニールマルチを敷設し、土中での蛹化を防ぐ。 
Ⅱ．薬剤による防除 
  １.発生初期に散布する。 
ヨトウムシ類 
Ⅰ．薬剤によらない防除 
１.施設では開口部に防虫ネットを張り、成虫の飛来および産卵を防ぐ。 
２.葉に産み付けられた卵を取り除く。 
３.幼虫の捕殺に努める。 
４.黄色蛍光灯を設置する｡ 

Ⅱ．薬剤による防除 
１.発生初期に散布する。 
２.フェロモン剤を利用する。 
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【別表２】　滋賀県ＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）実践指標

組織名

氏名

その他

ＩＰＭ(Integrated Pest Managementの略)とは、「総合的病害虫・雑草管理」と訳されています。

総合的病害虫・雑草管理とは、利用可能な防除技術を経済性も含めて検討し、病害虫や雑草の発生を抑制するための手段を総合的に講じるもの
で、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水準にとどめる技術のことです。

同じ系統の農薬成分を繰り返し使用しない。

薬剤抵抗性の病害虫が確認されている地域では、当該農薬を使用しない。

十分な薬効が得られる範囲で額縁防除、スポット防除等を実施する。

湛水状態で農薬を使用する場合は、畦畔等からの漏水防止と、散布後１週間程度の止水期間を遵守する。

環境こだわり農産物を生産する。

○の数の合計
(８項目以上実践すること)

※管理ポイントの年度は、前年水稲収穫後の畦畔除草・耕耘等か
ら始まります。

農薬の
　使用全般

防除の実施日、実施場所、農薬の名称、使用量、希釈倍数、散布面積、散布方法等を記録する。

栽培地域の病害虫の発生しやすさ(いもち病マップなど)を参考にし、病害虫防除を実施する。

当該病害虫・雑草に効果のある複数の農薬がある場合には、低毒性（人畜毒性・魚毒性）の薬剤を選択する。

ほ場周辺に農薬が飛散しないよう、風向や散布方法、散布圧力に注意する。また、飛散しにくい剤型を選択す
る。

病害虫対策 病害虫防除所が発表する発生予察情報を確認し、防除の参考とする。

補植用余剰苗は早期に除去、処分する。

水稲の出穂２～３週間前と、水稲の出穂期に畦畔の草刈りを実施し、カメムシ類の密度低下を図る。

水田内のヒエ等のイネ科雑草はカメムシ類の棲息場所となるので、早期に除去する。

育苗・
　移植全般
雑草対策

いもち病等の常発地では抵抗性の強い品種を選定する。

種子を更新する。

温湯消毒法、微生物農薬または両法併用で種子消毒を行う。

健苗育成に努め、病害が発生した苗は早期に処分する。

代かき・田植え時に落水しない。

ほ場の均平化を図り、田面を露出させないようにし、除草剤は適期に施用する。

雑草の多い水田を除き、「初期・初中期一発剤」のみの除草体系とする。

管理項目 管　理　ポ　イ　ン　ト
実施した項目
に○をつける

水田及び
　周辺管理

不耕起栽培を除き、翌年の雑草・病害虫の発生を抑制するために稲刈り後に耕耘する（前年秋期）。

秋期に畦畔等の除草を行い、越冬害虫の発生密度を低下させる。ただし、除草剤は使用しない（前年秋期）。

土壌診断を受け、必要な資材等を施用する（前年秋期）。

入水前に、畦塗り等を行い、漏水を防止する。

　②毎年改善し、できる項目には全て○が付くようにしましょう。（8項目以上実践すること）

滋賀県　水稲ＩＰＭ(総合的病害虫･雑草管理)実践指標チェックシート

　①水稲作付期間中もしくは収穫後に、今年度の実施状況をチェックして、収穫後に○の数を数えて下段
　　に合計数を記入します。

ほ場番号
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組織名

氏名

畦畔除草

主要害虫対策
【大豆】
ハスモンヨトウ
【小豆】
ノメイガ類

収穫・乾燥

その他

総合的病害虫・雑草管理とは、利用可能な防除技術を経済性も含めて検討し、病害虫や雑草の発生を抑制するための手段を総合的
に講じるもので、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水準にとどめる技術のことです。

ウイルス病や茎疫病等対策のため、発病株の抜取りを徹底する。

病害虫の発生に応じ
た防除

病害虫防除所が発表する病害虫発生予察情報等を入手し、病害虫の発生状況、発生予測に
関する情報を確認する。

ほ場内を見回り、病害虫の発生や被害を把握するとともに、気象予報を考慮して防除の要
否を判断し、適期防除に努める。

紫斑病(大豆)および腐敗粒の対策として、成熟後速やかに収穫・乾燥を行う。

農薬の使用全般 薬剤散布の際は、飛散しにくい剤型や散布ノズルを使用するなど適切な飛散防止措置を講
じる。

薬剤の選択に際しては、同一系統薬剤の連続使用を避け、異なる系統の薬剤によるロー
テーション散布を行う。

防除の実施日、実施場所、農薬の名称、使用量、希釈倍率、散布面積、散布方法を記録す
る。

環境こだわり農産物を生産する。

○の数の合計
(８項目以上実践すること)

ＩＰＭ(Integrated Pest Managementの略)とは、「総合的病害虫・雑草管理」と訳されています。

選
択
項
目

排水対策等
湿害回避および病害予防のため、浅耕うね立て同時は種を行う。

ほ場に排水溝を設置し、排水を良くする。

種子の準備
種子更新を行う。

塗沫処理または粉衣処理による種子消毒を実施する。

栽培方法に合わせ、は種時期とは種量を適正にする。

耕種的防除対策
雑草の発生状況を確認し、中耕培土を適期に行う。

必
須
項
目

畦畔は除草剤を使用せず、機械などにより概ね４回以上の除草作業を行い、実施日を記入
する。

１回目　月　日，２回目　月　日，３回目　月　日，４回目　月　日

天敵に影響の少ない防除手法を下記から１つ以上選択し、選択した手法の□にレを記入す
る

　□ 生物農薬（ＢＴ剤、核多角体ウイルス剤など）
　□ フェロモン剤
  □ 有機農産物の日本農林規格別表２の農薬（上記を除く）
　□ ＩＧＲ剤

滋賀県　大豆・小豆ＩＰＭ(総合的病害虫･雑草管理)実践指標チェックシート

○必須項目であるほ場周辺の除草と主要害虫対策は、必ず実践する。

ほ場番号

　・ほ場周辺除草は、実施日を必ず記入して下さい。
○必須項目と選択項目を合わせて８項目以上実践すること。

管理項目 管　理　ポ　イ　ン　ト
実施した項目に
○をつける
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組織名

氏名

ほ場周辺の除草

主要害虫対策
選択した害虫に○を付け
る
・ヨトウムシ類
・アオムシ
・コナガ
・ハダニ類
・アザミウマ類

ほ場衛生

その他

総合的病害虫・雑草管理とは、利用可能な防除技術を経済性も含めて検討し、病害虫や雑草の発生を抑制するための手段を総合的に講
じるもので、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水準にとどめる技術のことです。

農薬の使用全般 農薬使用に当たっては、効果の高い剤を選択し、飛散が少なくなるように天候やほ場条件など
を勘案しながら、散布方法を決定する。

薬剤の選択に際しては、同一系統薬剤の連続使用を避け、異なる系統の薬剤によるローテー
ション散布を行う。

防除の実施日、実施場所、農薬の名称、使用量、希釈倍率、散布面積、散布方法を記録する。

環境こだわり農産物を生産する。

○の数の合計
(８項目以上実践すること)

病害虫防除所が発表する発生予察情報を確認し、適期防除等に活用する。

ほ場内を見回り、病害虫の発生や被害を把握するとともに、気象予報などを考慮して防除の要
否を判断する。

土着天敵類が十分に活動できるよう、バンカープランツを設置し、天敵に影響の少ない薬剤を
選定する。

初期害虫を効果的に防除するため、育苗～定植時に粒剤等を施用する。

ＩＰＭ(Integrated Pest Managementの略)とは、「総合的病害虫・雑草管理」と訳されています。

選
択
項
目

品種、ほ場の選択と改善 同一ほ場でのアブラナ科野菜の連作は避ける。

病気に対して抵抗性が高い品種を選択する。

土壌診断を受け、適切な施肥管理、資材施用を行う。

健全苗の育成 消毒されている種子を使用する。

セル成型育苗等では、病原菌や雑草種子の混入していない市販の園芸培土等を用いる。

育苗では物理的・耕種的防除法を活用し、病害虫の発生を抑制する。

雑草の管理 本ぽの雑草の発生状況や草種等を勘案し、除草剤を選定する。

定植後に灌水するなど、スムーズに苗を活着させ、外葉が早く地表面を覆うようにする。

中耕や培土を適切に行う。

作付けほ場には、病気が発生しているほ場の土を持ち込まないよう注意する。

病害虫対策 病害虫の被害株は早めに処分する。

管理項目 管　理　ポ　イ　ン　ト
実施した項目
に○をつける

必
須
項
目

ほ場周辺は除草剤を使用せず、機械などにより概ね４回以上の除草作業を行い、実施日を記入
する。

１回目　月　日，２回目　月　日，３回目　月　日，４回目　月　日

天敵に影響の少ない防除手法を下記から１つ以上選択し、選択した手法の□にレを記入する

　□ 生物農薬（ＢＴ剤、核多角体ウイルス剤など）
　□ フェロモン剤
  □ 有機農産物の日本農林規格別表２の農薬（上記を除く）
　□ ＩＧＲ剤

滋賀県　露地野菜ＩＰＭ(総合的病害虫･雑草管理)実践指標チェックシート

○必須項目であるほ場周辺の除草と主要害虫対策は、必ず実践する。
　・ほ場周辺除草は、実施日を必ず記入して下さい。
○必須項目と選択項目を合わせて８項目以上実践すること。

ほ場番号
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組織名

氏名

周辺除草

主要害虫対策
選択した害虫に○を付
ける
・ヨトウムシ類
・コナガ
・ハダニ類
・アザミウマ類
・ハモグリバエ類
・コナジラミ類

雑草対策（施設内）

農薬の使用全般

その他

ＩＰＭ(Integrated Pest Managementの略)とは、「総合的病害虫・雑草管理」と訳されています。

総合的病害虫・雑草管理とは、利用可能な防除技術を経済性も含めて検討し、病害虫や雑草の発生を抑制するための手段を総合
的に講じるもので、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水準にとどめる技術のことです。

黄色（緑色）防蛾灯を用い害虫の活動を抑制する。

対抗植物を栽培する。

病害虫の被害株はほ場外に持ち出し早めに処分する。

手取り除草を行う。

防除の実施日、実施場所、農薬の名称、使用量、希釈倍率、散布面積、散布方法を記録す
る。

環境こだわり農産物を生産する。

防虫ネットや紫外線カットフィルムを張り害虫の侵入を防ぐ。

粘着板等を用いて害虫を捕殺する。

電撃殺虫機や送風補虫機を用いて害虫を捕殺する。

土着天敵の温存、放飼等を行う。

○の数の合計
(８項目以上実践すること)

選
択
項
目

病害虫の耕種的防除お
よび適正な施肥管理

前作終了後、残さや病害株の持ち出し等適正な処理を行い、次作の病害虫の発生を抑制す
る。

前作終了後、太陽熱消毒やハウス内の蒸し込みを行い、次作の病害虫や雑草の発生を抑制
する。

土壌診断を受け、適切な施肥管理、資材施用を行う。

播種・育苗管理 抵抗性品種や抵抗性台木の接ぎ木を利用する。

無病種子やウイルスフリー苗を利用する。

種子の乾熱消毒を行う。

育苗培土は、病原菌や害虫、雑草種子の混入していない市販の園芸培土や熱消毒した土を
用いる。

健苗育成に努め、病害虫が発生した苗は早期に処分する。

病害虫対策 病害虫防除所が発表する発生予察情報を確認し、適期防除等に活用する。

ほ場内をよく観察し、病害虫の発生や被害を把握するとともに気象予報などを考慮して防
除の要否を判断する。

トラップや粘着板等を用いて発生予察活動を行う。

換気扇や循環扇を使って適正に温湿度を管理し、病害を防ぐ。

管理項目 管　理　ポ　イ　ン　ト
実施した項目
に○をつける

必
須
項
目

施設周辺は除草剤を使用せず、機械などにより概ね４回以上の除草作業を行い、実施日を
記入する。

１回目　月　日，２回目　月　日，３回目　月　日，４回目　月　日

天敵に影響の少ない防除手法を下記から１つ以上選択し、選択した手法の□にレを記入す
る

　□ 生物農薬（天敵、ＢＴ剤、核多角体ウイルス剤など）
　□ フェロモン剤
  □ 有機農産物の日本農林規格別表２の農薬（上記を除く）
　□ ＩＧＲ剤

滋賀県　施設野菜ＩＰＭ(総合的病害虫･雑草管理)実践指標チェックシート

○必須項目であるほ場周辺の除草と主要害虫対策は、必ず実践する。
　・周辺除草は、実施日を必ず記入して下さい。
○必須項目と選択項目を合わせて８項目以上実践すること。

ほ場番号
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組織名

氏名

周辺除草

主要害虫対策
選択した害虫に○を付け
る
・シンクイムシ類
・ハマキムシ類
・コスカシバ
・ハダニ類
・カイガラムシ類

その他 環境こだわり農産物を生産する。

○の数の合計
(８項目以上実践すること)

ＩＰＭ(Integrated Pest Managementの略)とは、「総合的病害虫・雑草管理」と訳されています。

総合的病害虫・雑草管理とは、利用可能な防除技術を経済性も含めて検討し、病害虫や雑草の発生を抑制するための手段を総合的に
講じるもので、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水準にとどめる技術のことです。

忌避作物を作付けする。

ほ場内の雑草は草生栽培や機械除草などで管理をする。

農薬の使用全般
防除の実施日、実施場所、農薬の名称、使用量、希釈倍率、散布面積、散布方法を記録する。

対象とする病害虫・雑草に効果のある複数の農薬がある場合には、低毒性（人畜毒性・魚毒
性）の薬剤を選択する。

ほ場周辺に農薬が飛散しないよう、周辺へ飛散しにくい剤型（塗布剤等）の選択や風向や散布
方法、散布圧力に注意する。

薬剤の選択に際しては、同一系統薬剤の連続使用を避け、異なる系統の薬剤によるローテー
ション散布を行う。

笠かけ、袋かけを行い病害虫の被害を抑える。

選
択
項
目

ほ場及び周辺管理等 薬がかかりやすい樹型づくりや間伐をし、適切な通風・採光を確保する。

防風林、防風垣、防風網の設置により、病気を抑制する。

土壌診断を受け、適切な施肥管理、資材施用を行う。

無病苗・無病穂木の導入
等

無病苗・無病穂木等を導入する。

抵抗性品種や抵抗性台木を利用する。

病害虫・雑草対策 病害虫防除所が発表する発生予察情報等を確認し、適期防除等に活用する。

トラップ、園内巡回等で病害虫の発生を把握し、防除の要否を判断する。

雨よけ施設の設置や敷きわら、敷き草により病気の発生を抑制する。

防虫ネット、紫外線カットフィルム、光反射シートにより害虫の侵入を防ぐ。

害虫対策として、黄色蛍光灯や電撃殺虫機を設置する。

粘着版やバンド誘殺および糖蜜誘殺等により害虫を捕殺する。

管理項目 管　理　ポ　イ　ン　ト
実施した項
目に○をつ
ける

必
須
項
目

果樹園周辺は除草剤を使用せず、機械などにより概ね４回以上の除草作業を行い、実施日を記
入する。

１回目　月　日，２回目　月　日，３回目　月　日，４回目　月　日

天敵に影響の少ない防除手法を下記から１つ以上選択し、選択した手法の□にレを記入する

　□ 生物農薬（天敵、ＢＴ剤、核多角体ウイルス剤など）
　□ フェロモン剤
  □ 有機農産物の日本農林規格別表２の農薬（上記を除く）
　□ ＩＧＲ剤

滋賀県　果樹ＩＰＭ(総合的病害虫･雑草管理)実践指標チェックシート

○必須項目であるほ場周辺の除草と主要害虫対策は、必ず実践する。
　・周辺除草は、実施日を必ず記入して下さい。
○必須項目と選択項目を合わせて８項目以上実践すること。

ほ場番号
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組織名

氏名

周辺除草

主要害虫対策

ハマキムシ類

その他

最少の使用量で十分な薬効が得られるよう、最適な散布方法・使用量を決定するとともに、散
布ムラがないよう適正な農薬散布を行う。

農薬散布は無風～弱風時に行うなど、農薬のドリフト（飛散）防止対策を徹底し、他の作物な
どに飛散しないようにする。

農薬使用の際、薬剤が残らないように調整する。

散布器具、タンク等の洗浄を十分行い、残液やタンクの洗浄水は適切に処理し、河川等に流入
しないようにする。

総合的病害虫・雑草管理とは、利用可能な防除技術を経済性も含めて検討し、病害虫や雑草の発生を抑制するための手段を総合
的に講じるもので、人の健康に対するリスクと環境への負荷を軽減、あるいは最小の水準にとどめる技術のことです。

防除の実施日、実施場所、農薬の名称、使用量、希釈倍率、散布面積、散布方法を記録する。

県や農業協同組合が開催する栽培研修会等に参加し、情報収集に努める。

環境こだわり農産物を生産する。

○の数の合計
(８項目以上実践すること)

ＩＰＭ(Integrated Pest Managementの略)とは、「総合的病害虫・雑草管理」と訳されています。

選
択
項
目

病害虫の発生しに
くい環境の整備

害虫の増殖・飛来源となるほ場周辺の雑草や樹木、産卵源となるほ場周辺の樹木の枯枝などを
除去する。

茶園が陰湿にならないよう、可能な限り周辺の林木を伐採したり枝管理を行うなど周辺の環境
整備を行う。

各種資材や敷き草等でマルチングするなど雑草抑制対策を講じる。

特定の病害の常発地帯や裂傷型凍害の常発地帯では、改植・新植する場合に抵抗性の強い品種
を導入する。

病害虫・雑草対策 病害虫防除所が発表する発生予察情報を確認し、適期防除等に活用する。

定期的に園内を見回り、病害虫の発生状況を確認し、適切な防除を実施する。

降雨等の気象情報を把握し、適切な防除を実施する。

ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ等の多発茶園は、一番茶摘採後に中切り更新し寄生部を除去し樹勢回復を図る。

強風による病害発生を軽減するため、茶園周囲に防風ネットを設置する。

マルチ（定植時）やうね間の機械除草等、除草剤を使用しない雑草管理対策を実施する。

園内に発生している雑草の草種と発生量を確認し、適切な防除を実施する。

農薬の使用全般 化学農薬に対する感受性の低下を抑制するため、同一系統の農薬を連用しない。

管理項目 管　理　ポ　イ　ン　ト
実施した項
目に○をつ
ける

必
須
項
目

茶園周辺は除草剤を使用せず、機械などにより概ね４回以上の除草作業を行い、実施日を記入
する。

１回目　月　日，２回目　月　日，３回目　月　日，４回目　月　日

天敵に影響の少ない防除手法を下記から１つ以上選択し、選択した手法の□にレを記入する

　□ 生物農薬（天敵、ＢＴ剤、核多角体ウイルス剤など）
　□ フェロモン剤
  □ 有機農産物の日本農林規格別表２の農薬（上記を除く）
　□ ＩＧＲ剤

滋賀県　茶ＩＰＭ(総合的病害虫･雑草管理)実践指標チェックシート

○必須項目であるほ場周辺の除草と主要害虫対策は、必ず実践する。
　・周辺除草は、実施日を必ず記入して下さい。
○必須項目と選択項目を合わせて８項目以上実践すること。

ほ場番号
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【別表３】 オーガニック栽培における総合防除技術体系 

水稲のオーガニック栽培体系 
月 旬 主な栽培

管理 
詳細な防除時期 防除技術 病害虫名 防除の効果内容

と注意点 
４ 
 

 
 

ほ場準備     
種籾消毒  塩水選 幅広い 

病害虫 
充実した健全籾

を選ぶことによ

り、病害虫に罹病

した籾を省く 
温湯消毒 い も ち 病 

ごま葉枯病 
ば か 苗 病 

もみ枯細菌

病（苗腐敗

症） 
苗立枯細菌

病、 
褐条病、 
苗立枯病、

イネシンガ

レセンチュ

ウ 

ばか苗病に対し

ては、生物農薬を

併用して処理す

ると防除効果が

高くなる 

播種     
５ 
 

上 育苗     
中 
 

本田準備     
荒代     

下 
 

植代  複数回の 
代かき 

雑草 耕種的抑草技術 

移植 移植当日もしくは 
翌日 

米ぬか施用 雑草 米ぬかの施用量：

60～100 ㎏/10a 
 水管理 移植直後～中干まで 深水管理 雑草 移植直後は水深

５㎝、その後生育

に合わせて 10～
15 ㎝の深水を維

持する。（土壌表

面を露出させな

い） 
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６ 
 

上 本田除草 １回目の機械除草： 
植代の 10 日後以内 
２回目の機械除草： 
１回目の 10 日後以

内 
３回目の機械除草： 
残草が多い場合に行

う。２回目の 10 日後

以内。 

機械除草１

回目 
雑草  

中 本田除草 機械除草２

回目 
雑草  

下 （本田 
除草） 

（機械除草 
３回目） 

雑草  

７ 
 

上 けい畔 
除草 

１回目  
出穂期２～３週間前 
２回目 出穂期頃 

けい畔草刈

り 1 回目 
斑点米カメ

ムシ類 
斑点米カメムシ

類の誘引・増殖源

を除去する。 中    
下 けい畔 

除草 
けい畔草刈

り２回目 
斑点米カメ

ムシ類 
８   早期に抜き取る 本田のイネ

科雑草の抜

取り 

・斑点米カ

メムシ類 
・雑草 

・雑草の種子が

発芽能力をも

つまでに抜き

取り、種子密度

を低減させる 
・斑点米カメム

シ類の飛来を

抑制する 
９  収穫     
10  収穫後 収穫後できるだけ早

く行う。 
秋耕 ・幅広い病

害虫 
・雑草 

雑草の埋土種子

量、越冬病害虫を

抑制する 
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月 旬 詳細な 
時期 

防除技術 病害虫名 防除の詳細な内容 

－ － 
 

 品種選定 幅広い病害虫 茶の中生品種「めいりょ
く、ふうしゅん」は、無

農薬の条件下でも病害

虫の被害を受けにくい。 
３ 下 発生前

の設置 
性フェロモ

ン剤の設置 
チャノコカク

モンハマキ 
・チャノコカクモンハ

マキの交尾を阻害する。 
・次世代の密度を低下

させる。 
４      
５ 上 一番茶

摘採後 
一番茶後の

せん枝 
幅広い害虫※１ 

 
・摘採面から７センチ

の深さでせん枝する。 
６ 中 葉緑潜

行期 
BT剤の施用 チャノホソガ ・幼虫を死滅させるこ

とにより、製茶品質を低

下させる虫糞害の抑制

効果がある。 
６ 中 BT剤施

用直後 
直がけ被覆 チャノホソガ ・BT剤の残留活性が高

まり、虫糞害抑制効果が

向上する。 
７      
８      
９ 下 発蛾最

盛期 10
日後 

ウイルス製

剤の施用 
チャノコカク

モンハマキ 
・越冬世代幼虫の密度

を抑える。 

※１：チャノミドリヒメヨコバイ、チャノキイロアザミウマ、 
チャノホソガ 
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